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社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 広報室 広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。



谷瀬の吊り橋（奈良県）

十津川村の上野地と谷瀬を結ぶ「谷
瀬の吊り橋」は長さ297ｍ、高さ54
ｍの巨大な吊り橋。
現在は絶景を楽しめる観光スポット
として知られていますが、もともと
は地元集落の人々の生活を支える橋
として、谷瀬集落の人々が資金を出
し合い村の協力を得て作られ、1954
年に完成しました。
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私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と

「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
身
を
挺
し
て
闘
っ

て
い
る
全
国
の
医
療
従
事
者
に
敬
意
を
表
し
、

離
島
医
療
の
現
況
に
つ
い
て
執
筆
す
る
次
第
で

あ
る
。

　
隠
岐
諸
島
は
、
島
根
半
島
の
北
東
約
60
㎞
の

日
本
海
に
浮
か
ぶ
４
つ
の
有
人
島
と
１
８
０
余

り
の
島
々
か
ら
な
る
一
大
群
島
で
、
大
き
く
は

島ど
う

前ぜ
ん

（
西
ノ
島
、
中
ノ
島
、
知
夫
里
島
）
と
島ど

う

後ご

に
分
け
ら
れ
る
。
日
本
海
の
荒
波
、
独
自
の

生
態
系
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
々
は
悠

久
の
地
で
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
２
０
１
３
年

に
は
ユ
ネ
ス
コ
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
。
反
面
、
隠
岐
は
国
境
離
島
で
あ
り
、

古
来
よ
り
異
国
の
襲
来
に
備
え
て
来
た
。
江
戸

時
代
に
は
隠
岐
に
も
黒
船
が
来
島
し
、
そ
の
後

に
島
民
に
よ
る
世
界
初
の
自
治
政
府
を
擁
立
し

た
「
隠
岐
騒
動
」
の
歴
史
も
あ
る
。

　

今
回
、
島
後
の
医
療
を
中
心
に
紹
介
す
る

が
、
離
島
で
の
生
活
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
医

療
現
場
で
は
、
そ
の
日
の
海
路
・
空
路
の
交
通

事
情
が
患
者
の
緊
急
搬
送
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。

Ⅱ　

隠
岐
病
院
の
紹
介

　
さ
て
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
隠
岐
広
域
連
合

立
隠
岐
病
院
（
以
下
「
当
院
」
と
い
う
。）
は
、

隠
岐
諸
島
で
一
番
大
き
な
島
で
あ
る
島
後
の
隠

岐
の
島
町
（
人
口
１
万
３
８
８
１
人
、
高
齢
化

率
40
・
６
％
：
令
和
２
年
10
月
１
日
時
点
）
に

あ
り
、
平
成
24
年
５
月
に
新
建
し
16
診
療
科
を

標
榜
し
て
い
る
。
病
床
数
は
１
１
５
床
（
一
般

病
床
91
床
、
精
神
病
床
22
床
、
感
染
症
病
床
２

床
）
で
、
常
勤
医
師
19
名
（
歯
科
医
師
２
名
を

含
む
）
と
大
学
等
か
ら
の
非
常
勤
医
師
派
遣
の

支
援
を
得
て
「
こ
の
島
に
住
む
、安
心
の
医
療
」

の
理
念
の
下
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
、
救
急

告
示
病
院
と
し
て
の
役
割
を
24
時
間
体
制
で

担
っ
て
い
る
。

　
医
療
は
、
島
民
に
と
っ
て
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
り
、
島
で
唯
一

の
病
院
で
あ
る
た
め
に
複
数
科
を
受
診
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
外
来
患
者
数
は
１
日
平
均
４
６

０
名
と
同
規
模
病
院
の
お
よ
そ
２
倍
で
あ
る
。

当
院
で
完
結
で
き
る
医
療
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
目
標
だ
が
、
高
度
医
療
や
緊
急
の

処
置
・
治
療
が
必
要
な
疾
患
に
つ
い
て
は
、
島

外
の
高
次
医
療
機
関
に
紹
介
ま
た
は
当
院
ヘ
リ

ポ
ー
ト
か
ら
の
緊
急
搬
送
を
基
本
と
し
て
い
る
。

実
際
に
は
高
度
〜
急
性
期
患
者
の
65
〜
60
％
、

回
復
期
患
者
の
40
％
の
治
療
は
島
外
医
療
機
関

で
行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
的
弱
者

が
当
院
で
の
治
療
対
象
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
い
か
に
わ
が
町
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
か
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
）
と
連
携
し
な
が

ら
「
高
齢
者
を
支
え
る
医
療
」
を
提
供
す
る
こ

と
が
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
隠
岐
の
島
町
の
人
口
比
に
対
す
る
介

護
施
設
数
は
、
他
の
圏
域
よ
り
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
常
に
満
床
で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
職
員

数
も
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
新
た
な
施

設
を
造
設
す
る
こ
と
も
支
え
る
こ
と
も
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
独
居
高
齢
者
の
退

院
調
整
に
は
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
く
、
透
析
が

必
要
な
場
合
に
は
島
外
施
設
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。

　
か
つ
て
、
平
成
16
年
に
大
学
産
婦
人
科
医
師

の
派
遣
が
中
止
と
な
り
「
島
で
お
産
が
で
き
な

く
な
る
」
と
当
院
産
婦
人
科
の
常
勤
医
師
不
在

問
題
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
に
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。
島
の
妊
婦
は
島
外

分
娩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
平
成
19
年
に
当

隠岐広域連合立隠岐病院 院長

離島医療の現況
～隠岐の島より～

長谷川 明広

特別寄稿

医療の現場と保険診療

2月刊基金 March 2021



院
の
助
産
師
が
院
内
助
産
を
立
ち
上
げ
て
ロ
ー

リ
ス
ク
経
産
婦
の
分
娩
を
開
始
し
、
島
で
の
お

産
を
求
め
る
声
に
応
え
た
。
平
成
23
年
に
私
が

産
婦
人
科
医
と
し
て
帰
郷
し
、
す
べ
て
の
お
産

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
着
任
早
々

に
危
機
的
出
血
事
例
の
洗
礼
を
受
け
た
。
送
ら

れ
る
側
の
経
験
し
か

な
か
っ
た
私
が
、
送

る
側
の
迅
速
な
対
応

を
求
め
ら
れ
た
が
、

着
任
時
に
は
ど
の
疾

患
を
緊
急
搬
送
す
る

か
腹
を
く
く
っ
て
自

家
麻
酔
で
緊
急
手
術

す
る
か
を
決
め
て
い

た
。
幸
い
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
麻
酔
医
不

在
、
産
婦
人
科
医
一

人
の
中
で
「
子
宮
内

反
症
、
出
血
性
シ
ョ

ッ
ク
」
の
診
断
後
、

異
型
適
合
血
の
輸
血

も
追
加
し
な
が
ら
ヘ

リ
搬
送
を
完
了
し
た
。

　
当
院
の
屋
上
に
は

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設
置

し
て
あ
り
、
年
間
１

０
０
件
程
度
の
緊
急

搬
送
が
あ
る
。
昼
間

は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
そ
れ
以
外
は
島
根
県
防
災

ヘ
リ
を
基
本
と
し
、
国
の
機
関
と
し
て
は
海
上

保
安
庁
（
ヘ
リ
、
固
定
翼
、
巡
視
船
）、
陸
上
自

衛
隊
（
Ｃ
Ｈ
47
：
大
型
輸
送
用
ヘ
リ
）、航
空
自

衛
隊
（
Ｃ
２
：
ジ
ェ
ッ
ト
機
）
の
運
用
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
島
民
の
命
綱
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
院
内
備
蓄
血
は
、
赤
血
球
液
製
剤
：

Ａ
Ｂ
型
２
単
位
、Ａ
・
Ｂ
・
Ｏ
型
各
６
単
位
、新

鮮
凍
結
血
漿
Ａ
Ｂ
型
６
単
位
で
あ
る
。
備
蓄
血

で
不
足
す
る
場
合
に
は
血
液
の
緊
急
搬
送
シ
ス

テ
ム
も
あ
る
が
、
院
内
職
員
に
よ
る
生
血
供
給

体
制
を
作
り
、
血
液
照
射
装
置
を
設
備
し
て
輸

血
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。
現
状
で
は
病
院
に

届
く
血
液
の
有
効
期
限
は
、
赤
血
球
液
製
剤
で

残
２
週
間
、
新
鮮
凍
結
血
漿
で
残
６
〜
８
か
月

で
あ
り
、
一
定
程
度
の
血
液
を
廃
棄
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
血
液
の
効
率
的
利
用
を
考
え
れ
ば
、

島
外
の
病
院
と
血
液
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
認
め
ら
れ
れ
ば
貴
重
な
血
液
の
廃
棄
や
高
額

な
血
液
照
射
装
置
へ
の
出
費
も
な
く
な
り
、
何

よ
り
も
島
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
。　

　
産
婦
人
科
問
題
に
引
き
続
き
、
泌
尿
器
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
常
勤
医
師
の
派
遣
が
困
難
と
な

り
、
現
在
は
非
常
勤
医
師
で
対
応
し
て
い
る
。

当
院
の
あ
る
島
後
で
は
、
出
雲
空
港
（
島
根

県
）、伊
丹
空
港
（
兵
庫
県
）
に
１
日
１
便
の
空

路
と
、七
類
（
島
根
県
）、境
港
（
鳥
取
県
）
に

フ
ェ
リ
ー
と
高
速
船
の
ダ
イ
ヤ
が
あ
る
。

　
米
子
市
に
あ
る
鳥
取
大
学
皮
膚
科
に
は
、
１

週
間
に
２
回
、
日
帰
り
診
療
を
依
頼
し
て
い
る
。

お
昼
着
の
フ
ェ
リ
ー
で
来
島
し
約
３
時
間
の
診

察
後
に
帰
路
に
着
く
が
、
１
日
の
乗
船
時
間
だ

け
で
も
５
時
間
超
と
な
り
大
変
な
負
担
が
生
じ

て
い
る
。
船
が
欠
航
し
た
場
合
、
最
近
で
は

D
 to P w

ith D

（
専
門
医
に
よ
る
医
師
同
席

の
患
者
診
察
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
可
能
だ

が
、
画
質
の
精
度
や
触
診
の
可
否
か
ら
評
価
す

る
と
対
面
診
療
に
優
る
も
の
は
な
い
。

　
出
雲
市
に
あ
る
島
根
大
学
泌
尿
器
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
か
ら
は
、
午
前
着
の
飛
行
機
便
で
来
島

し
１
泊
２
日
（
金
曜
日
・
土
曜
日
）
の
診
療
を

依
頼
し
て
い
る
が
、
土
曜
日
は
隠
岐

－

伊
丹

－

出
雲
便
ま
た
は
船
舶
・
車
で
帰
路
に
着
く
と
い

う
遠
距
離
・
長
時
間
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
。

飛
行
機
が
欠
航
し
て
境
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
来

島
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
日
は
午
後
７
時
か

ら
の
夜
間
診
療
と
な
る
た
め
、
医
師
も
患
者
も

検
査
、
薬
剤
、
放
射
線
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
眼
科
、
整
形
外

科
、
外
科
の
非
常
勤
医
師
派
遣
も
金
曜
日
に
重

な
り
、
金
曜
日
の
午
後
に
手
術
が
集
中
し
現
場

が
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
。

隠岐病院の全景
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検
査
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
の
関
係

上
、
朝
一
番
の
バ
ス
で
来
院
す
る
高
齢
患
者
が

多
い
た
め
、
朝
の
ひ
と
時
は
採
血
室
前
が
混
雑

し
て
い
る
。
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
島
内
医

療
機
関
で
共
同
利
用
し
て
い
る
。
町
立
診
療
所

と
介
護
老
人
保
健
施
設
の
血
液
検
査
や
町
立
診

療
所
、
民
間
診
療
所
か
ら
の
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な

ど
各
種
検
査
を
当
院
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
放
射
線
科
医

へ
の
読
影
依
頼
に
つ
い
て
は
、
遠
隔
画
像
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
島
外
医
療
機
関
と
契
約
し
て

お
り
、
急
ぎ
の
場
合
は
24
時
間
以
内
の
返
信
が

可
能
で
あ
る
。

　
薬
剤
や
診
療
材
料
に
つ
い
て
は
、
島
外
の
医

療
機
関
か
ら
指
定
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
処
方
や

レ
ジ
メ
が
あ
り
、
高
額
な
薬
剤
も
幅
広
く
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
廃
棄
（
薬
）

も
生
じ
る
悩
み
が
あ
る
。
ま
た
、
事
務
部
は
全

職
員
に
３
日
先
ま
で
の
海
路
・
空
路
情
報
を
提

供
し
て
お
り
、
フ
ェ
リ
ー
が
欠
航
し
て
医
療
物

資
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
常
時
多
め
の
備
蓄
も

心
掛
け
て
い
る
。
医
療
機
器
の
修
理
・
保
守
等

に
つ
い
て
は
、
交
通
費
（
フ
ェ
リ
ー
の
車
両
搭

載
料
金
）、
宿
泊
料
金
な
ど
も
発
生
す
る
た
め
、

本
土
よ
り
維
持
費
が
高
く
な
る
の
は
や
む
を
得

な
い
。

Ⅲ　

病
診
連
携
に
つ
い
て

　
隠
岐
の
島
町
の
医
師
数
は
22
名
で
、
隠
岐
病

院
の
ほ
か
に
３
か
所
の
町
立
診
療
所
と
３
か
所

の
民
間
診
療
所
が
あ
る
が
、
診
療
所
の
医
師
数

は
こ
の
20
年
間
で
半
減
し
て
い
る
。
人
口
も

減
っ
て
い
る
が
そ
れ
以
上
に
医
師
が
減
っ
て
い

る
。
当
院
と
町
立
診
療
所
と
の
間
で
は
医
師
ブ

ロ
ッ
ク
制
に
よ
り
医
師
の
相
互
派
遣
を
行
っ
て

い
る
。
町
立
診
療
所
の
医
師
は
当
院
の
日
直
や

専
門
外
来
を
支
援
し
、
当
院
の
医
師
は
診
療
所

の
医
師
不
在
時
に
代
診
や
看
取
り
を
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。

　
私
が
へ
き
地
診
療
所
に
初
め
て
代
診
に
行
っ

た
時
、
診
察
室
の
応
急
処
置
の
文
書
「
①
ウ
ニ
、

オ
コ
ゼ
、
エ
イ
、
ム
カ
デ
は
患
部
を
お
湯
に
つ

け
る
②
ク
ラ
ゲ
は
水
、
お
酢
で
洗
い
小
麦
粉
を

ふ
り
か
け
る
③
ま
む
し
咬
傷
は
隠
岐
病
院
へ
紹

介
」
を
見
て
驚
い
た
が
、
ま
さ
に
離
島
医
療
の

現
場
に
踏
み
出
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。
痛
み
に
は

お
薬
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が
大
事
で
す
よ
と
ベ
テ

ラ
ン
看
護
師
が
言
う
の
に
納
得
し
た
。

　
ま
た
、
当
院
は
２
か
所
の
出
張
所
へ
の
巡
回

診
療
（
１
回
／
週
）
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

昨
年
10
月
か
ら
１
か
所
の
町
立
診
療
所
の
医
師

が
不
在
と
な
り
、
当
院
か
ら
医
師
派
遣
（
５
回

／
週
）
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
国
が
推
進
す

る
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
医
師

不
足
・
看
護
師
不
足
も
あ
り
思
い
描
く
よ
う
な

在
宅
診
療
は
ま
だ
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
が
、

昨
年
か
ら
特
定
行
為
が
で
き
る
診
療
看
護
師
を

採
用
し
、
化
学
治
療
や
麻
薬
管
理
が
必
要
な
場

合
な
ど
医
療
度
が
高
い
患
者
か
ら
対
応
し
て
お

り
、
今
後
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

Ⅳ　

国
の
改
革
へ
の
課
題

　
国
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
地
域
医
療
構
想
、

医
師
偏
在
対
策
、
医
師
・
医
療
従
事
者
の
働
き

方
改
革
を
三
位
一
体
で
推
進
し
て
い
る
。

　
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
圏
域
で

は
回
復
期
、
慢
性
期
の
患
者
が
増
大
す
る
と
予

想
し
て
い
る
た
め
病
床
数
の
減
少
計
画
は
な
い

が
、
当
院
で
は
中
核
病
院
と
し
て
（
高
度
）
急

性
期
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
は
必
須
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
の
看
護
必
要
度
を
検
討
す
る
と

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
も
急
性
期
病
床
も
ど
ち
ら

も
同
程
度
に
高
い
状
況
で
あ
り
、
後
期
高
齢
者

の
入
院
が
多
い
当
院
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

で
も
看
護
や
介
護
に
相
当
の
労
力
が
必
要
で
あ

る
。

　
次
に
、
医
師
偏
在
対
策
か
ら
す
る
と
、
隠
岐

圏
域
の
医
師
偏
在
指
標
は
全
国
３
３
５
の
二
次

医
療
圏
中
２
８
１
位
で
医
師
少
数
区
に
入
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
医
師
偏
在
指
標
に
は
日
帰
り
支

援
（
宿
日
直
）
が
で
き
な
い
と
い
う
離
島
の
地

理
的
条
件
は
加
味
さ
れ
て
い
な
い
。

　
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
働
き
方
改
革
に
お
い

て
、
当
院
で
は
夜
間
の
救
急
（
車
）
対
応
は
待

機
医
師
の
業
務
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
当
院

医
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
宿
直
時
に
救

急
患
者
に
対
応
す
る
方
が
オ
ン
コ
ー
ル
対
応
よ

り
精
神
的
負
担
は
軽
い
と
の
意
見
が
多
い
。　

　
ま
た
、
連
続
勤
務
時
間
制
限
28
時
間
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
９
時
間
の
確
保
・
代
償
休
息

の
セ
ッ
ト
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
一
人
診
療
科

で
は
午
後
外
来
を
休
診
に
す
る
し
か
な
く
、
外

来
患
者
へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

Ⅴ　

隠
岐
圏
域
の
医
師
確
保

　
　

状
況
と
課
題

　
当
院
の
内
科
系
常
勤
医
師
は
自
治
医
科
大
学

卒
が
中
心
で
あ
る
が
、
島
根
県
内
の
地
域
枠
医

師
が
出
身
市
町
村
で
勤
務
し
て
い
る
割
合
は

14
・
１
％
で
あ
り
、
専
門
医
志
向
、
都
会
志
向

が
強
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
当
院
の
常
勤
医
師
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の
年
齢
は
二
峰
性
で
あ
り
、
若
い
医
師
は
１
〜

２
年
ス
パ
ン
で
転
勤
す
る
の
で
入
れ
替
わ
り
が

激
し
い
。
一
方
、
精
神
科
医
師
、
外
科
医
師
は

70
歳
、
69
歳
と
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
人
診

療
科
体
制
で
維
持
し
て
い
る
。
精
神
科
は
、
島

根
県
内
の
医
師
の
高
齢
化
も
あ
り
常
勤
医
師
確

保
に
難
渋
し
て
い
る
。
外
科
医
不
足
は
全
国
的

な
問
題
で
あ
り
、
医
師
確
保
は
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
課
題
で
あ
る
。
ま
た
離
島
で
は
、
外
科
系
医

師
に
は
院
内
で
の
緊
急
手
術
時
に
お
け
る
自
家

麻
酔
の
ス
キ
ル
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
麻
酔
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
島
前
の
西
ノ
島
町
（
人
口
２
７
４
５
人
：
令

和
２
年
11
月
末
時
点
）
に
あ
る
隠
岐
広
域
連
合

立
島
前
病
院
（
病
床
数
44
床
：

一
般
病
床
20
床
、
療
養
型
病
床

群
24
床
）
で
は
、
２
０
１
０
年

に
外
科
医
が
引
き
上
げ
、
総
合

診
療
医
６
名
体
制
で
病
院
か

ら
目
指
せ
「
ス
ー
パ
ー
診
療

所
」
の
よ
う
な
体
制
に
流
れ
を

変
え
て
い
る
が
、
県
内
外
か
ら

の
医
師
・
医
療
従
事
者
で
好
循

環
し
て
い
る
。（
＊
１
）　

　

ま
た
、
中
ノ
島
の
海
士
町

（
人
口
２
３
７
３
人
：
令
和
２

年
10
月
末
時
点
）
は
「
な
い
も

の
は
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、
地
方
創
生
の
島
と
し
て
安

倍
前
首
相
の
所
信
表
明
演
説

で
も
紹
介
さ
れ
た
。（
＊
２
）

「
①
無
く
て
も
よ
い
②
大
切
な

も
の
は
す
べ
て
あ
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
足
る
を
知
る
、
無
け
れ
ば
創
り

出
す
生
活
を
目
指
し
て
い
る
。
診
療
所
に
外
科

医
は
い
な
い
が
、
医
師
２
名
体
制
で
Ｃ
Ｔ
の
設

備
を
有
し
て
い
る
。　

　
島
前
で
一
番
小
さ
な
知
夫
里
島
（
人
口
６
４

１
人
：
令
和
２
年
12
月
１
日
時
点
）
に
あ
る
知

夫
村
の
診
療
所
は
、
医
師
１
名
体
制
で
あ
る
が

島
前
病
院
と
の
間
で
医
師
相
互
派
遣
を
行
っ
て

い
る
。

Ⅵ　

お
わ
り
に

　
全
国
の
離
島
で
は
人
口
や
地
理
的
条
件
で
医

療
体
制
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
て
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
的
に
活

用
し
て
い
る
。
地
域
枠
医
師
の
地
元
へ
の
貢
献

度
は
微
増
だ
が
、
現
有
の
シ
ス
テ
ム
は
地
域
に

と
っ
て
大
き
な
希
望
で
あ
る
。

　
当
院
で
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
対
策
と
し

て
「
島
の
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上

げ
、
中
学
生
、
高
校
生
の
職
場
体
験
を
は
じ
め

県
内
外
の
13
医
療
機
関
か
ら
初
期
臨
床
研
修
医

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
総
合
診
療
科
で
は
、

若
い
医
師
達
が
離
島
医
療
と
先
進
医
療
を
う
ま

く
ブ
レ
ン
ド
し
て
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

形
成
し
、
一
生
の
う
ち
の
ひ
と
時
で
も
離
島
医

療
に
貢
献
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
幅
広
い
分
野

で
の
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
離
島
の
環
境

は
子
育
て
に
も
最
高
で
あ
り
、
最
近
で
は
ｗ
ｅ

ｂ
に
よ
る
研
修
や
学
会
参
加
も
可
能
で
あ
る
。

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
偏
在
解
消
に
は
時
間
を
要

す
る
が
、
近
い
将
来
、
全
国
の
離
島
に
「
安
定

し
た
シ
ス
テ
ム
」
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
循
環
し
、

安
心
し
て
島
で
過
ご
せ
る
時
代
が
来
る
こ
と
、

そ
し
て
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
を
願
っ
て
い
る
。

（
＊
１
）
第
53
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
教
育
セ

ミ
ナ
ー

（
＊
２
）
全
国
町
村
会
（https://w

w
w
.zck.

or.jp/site/forum
/1317.htm

l

）
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平成 31年４月　隠岐広域連合立隠岐病院院長
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１  

特
定
健
康
診
査
お
よ
び

　

  

特
定
保
健
指
導
の
概
要

　
平
成
20
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
保

険
者
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
・
被

扶
養
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
特

定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
健
康
診
査
の
結
果
に

よ
り
健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
者
に

対
す
る
特
定
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
焦
点
を
あ
て
た
予
防
医

療
を
推
進
し
、
中
長
期
的
な
医
療
費
の
伸
び
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
各
保
険
者
の
特
定
健
診
等
の
実
績
状
況
等
は

支
払
基
金
を
通
し
て
国
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。
こ

の
実
績
に
応
じ
て
概
算
後
期
高
齢
者
支
援
金
が

10
％
の
範
囲
内
で
加
算
・
減
算
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
特
定
健
診
等
の
実
施
率
向
上
へ

の
取
組
が
促
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　２  
支
払
基
金
が
行
う
業
務

　
保
険
者
と
健
診
等
機
関
の
間
で
締
結
さ
れ
た

契
約
に
基
づ
き
、
保
険
者
お
よ
び
健
診
等
機
関

双
方
の
事
務
処
理
の
負
担
を
軽
減
し
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
費
用
決
済
お
よ
び
デ
ー
タ
授
受
等
に
係

る
代
行
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）　　

　　
健
診
等
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
る
健
診
等
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
毎
月
5
日
ま
で
に
受
け
付
け

た
デ
ー
タ
の
費
用
を
翌
月
10
日
ま
で
に
保
険
者

へ
請
求
し
、
21
日
に
健
診
等
機
関
へ
支
払
い
ま

す
。

　
な
お
、
受
付
か
ら
請
求
ま
で
の
間
に
健
診
項

目
等
の
事
務
点
検
や
、
保
険
者
へ
の
被
保
険
者

資
格
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
代
行
業
務
以
外
の
業
務
と
し
て
、
法

医療保険者（協会けんぽ・共済組合・健保組合）（国保）

支払基金（健診結果の収集）

支払基金（代行機関）会社（事業主）

被保険者 被扶養者

健診機関 健診・保健指導機関 健診・保健指導機関

国健診等結果データ

健
診
等
結
果
デ
ー
タ

健
診
等
結
果
デ
ー
タ

健
診
等
費
用
の
請
求

健
診
等
費
用
の
支
払

健
診
等
費
用
の
支
払

健
診
等
費
用
の
支
払

健
診
等
費
用
の
請
求

健
診
等
費
用
の
請
求

健
診
等
結
果
デ
ー
タ

健
診
等

結
果
の
通
知

健
診
等

結
果
の
通
知

健
診
等

結
果
の
通
知

健
診
等
費
用
の
請
求

健
診
等
費
用
の
支
払

健
診
等
結
果
デ
ー
タ

健
診
等
結
果
デ
ー
タ

データ分析、
都道府県や
医療保険者
に情報還元健診等実施状況報告（年度分）

労働安全衛生法等
に基づく健康診断

受診・利用受診・利用受診・利用

受診券
利用券

直接契約の
スキーム

集合契約の
スキーム

（
電
子
媒
体
又
は

オ
ン
ラ
イ
ン
）

（
電
子
媒
体
又
は

オ
ン
ラ
イ
ン
）

は法定業務
は代行業務

（
電
子
媒
体
又
は

オ
ン
ラ
イ
ン
）

図１●特定健診等に係る費用の決済代行業務における支払基金の役割

特定健康診査および特定保健指導
被扶養者情報通知経由事業
病 床 転 換 助 成 事 業

の概要と支払基金の業務

特
定
健
康
診
査
お
よ
び

特
定
保
健
指
導
の
概
要
と

支
払
基
金
が
行
う
業
務

特集

6月刊基金 March 2021



令
に
基
づ
き
各
保
険
者
か
ら

報
告
さ
れ
た
毎
年
度
の
特
定

健
診
等
の
実
施
状
況
を
収
集

し
、
国
へ
実
績
デ
ー
タ
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
3
月
か

ら
支
払
基
金
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の

基
盤
を
活
用
し
本
人
や
医
療

機
関
・
薬
局
が
特
定
健
診
情

報
を
閲
覧
で
き
る
仕
組
み

や
、
保
険
者
間
で
の
円
滑
な

特
定
健
診
情
報
の
連
携
の
仕

組
み
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

（
図
2
）

　
具
体
的
に
は
保
険
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
特
定
健
診
情
報

を
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と

で
、
本
人
や
医
療
機
関
・
薬

局
は
特
定
健
診
情
報
の
経
年

デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な

り
、
保
険
者
は
加
入
者
が
過

去
に
加
入
し
て
い
た
保
険
者

か
ら
特
定
健
診
情
報
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
民
の
さ

ら
な
る
健
康
の
保
持
・
増
進

活
動
や
、
診
察
や
処
方
時
の

情
報
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

１  

被
扶
養
者
情
報
通
知
経
由

　

  

事
業
の
概
要

　
75
歳
以
上
の
者
お
よ
び
65
歳
以
上
74
歳
以
下

で
寝
た
き
り
等
の
障
害
認
定
を
受
け
た
者
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連

合
」
と
い
う
。）
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
負
担
が
発
生
し

ま
す
。
し
か
し
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
い
て
新
た
に
保
険
料
負
担
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
被
保
険
者
の
資
格
を
取

得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
2
年
を
経
過
す
る

月
ま
で
保
険
料
を
減
額
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
減
額
賦
課
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

広
域
連
合
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
者
が
被
保
険
者
と
な
る
前
日
ま
で
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

す
。
保
険
者
に
お
い
て
は
過
去
の
健
診
結
果
に

基
づ
く
、
よ
り
的
確
な
保
健
指
導
や
、
新
た
な

保
健
事
業
展
開
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

す
る
た
め
の
情
報
が
必
要
な
た
め
、
保
険
者
に

被
扶
養
者
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
被
扶
養
者
情
報
の
提
供
に
関
す
る
広
域

連
合
お
よ
び
保
険
者
の
業
務
を
効
率
的
に
行
う

た
め
、
支
払
基
金
で
は
保
険
者
が
提
出
す
る
被

扶
養
者
情
報
を
広
域
連
合
へ
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
２  

支
払
基
金
が
行
う
業
務

　
毎
月
10
日
を
期
限
と
し
て
、
被
用
者
保
険
の

保
険
者
か
ら
被
扶
養
者
情
報
を
受
け
付
け
、
記

載
事
項
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
確
認
後
は
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
が

居
住
す
る
都
道
府
県
ご
と
に
情
報
を
振
り
分
け

て
、
毎
月
20
日
ま
で
に
広
域
連
合
に
提
供
し
て

い
ま
す
。（
図
3
）

特定健診情報＊医療費通知情報個人単位被保番 薬剤情報資格情報

手術・移植、透析、医療機関名等

オンライン資格確認等システム 保険者

マイナポータル

本人

マイナンバー
カード

医療機関

PHRサービス

＋

＋

個人単位被保番と特定健診情報、
薬剤情報等を1対1で管理

薬剤情報 医療費通知情報

 手術・移植、透析、
医療機関名等

特定健診情報＊

特定健診情報＊

＋

薬剤情報

 手術・移植、透析、
医療機関名等

特定健診情報＊

薬局

＋

薬剤情報

 手術・移植、透析、
医療機関名等

特定健診情報＊

個人単位被保番

＊75歳以上の者については
　広域連合が行う
　後期高齢者健診の情報本人同意

※1 マイナンバーカードにより本人確認と本人から同意を取得した上で、医療機関・薬局が
　運営主体に薬剤情報等を照会する。運営主体はオンラインで薬剤情報等を回答する。
※２ 電子カルテの情報については、相互運用性の標準規格の開発等を行い、医療情報化
　支援基金の活用等により、技術動向を踏まえた医療情報システムの標準化を進める。

！

１  

病
床
転
換
助
成
事
業
の
概
要

　
病
床
転
換
助
成
事
業
は
、
国
民
の
高
齢
期
に

お
け
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
保
険
医
療
機
関
が
行
う
病

床
転
換
に
要
す
る
費
用
を
都
道
府
県
が
助
成
す

図２●医療情報を本人や全国の医療機関等で確認できる仕組み

被
扶
養
者
情
報
通
知

経
由
事
業
の
概
要
と

支
払
基
金
が
行
う
業
務

病
床
転
換
助
成
事
業
の

概
要
と

支
払
基
金
が
行
う
業
務

出典：第 139回社会保障審議会医療保険部会（令和 3年 1月 13日）資料より抜粋
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る
事
業
で
す
。
こ
れ
は
、
医
療
機

関
に
お
け
る
患
者
の
入
院
期
間
の

短
縮
を
図
る
た
め
に
、
医
療
の
必

要
性
が
低
い
高
齢
者
が
入
院
し
て

い
る
医
療
療
養
病
床
に
つ
い
て
介

護
医
療
院
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
お
よ
び

介
護
老
人
保
健
施
設
等
へ
の
転
換

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
病
床
転
換
助
成
事
業
の
実
施
主

体
は
都
道
府
県
で
あ
り
、
当
該
事

業
に
要
す
る
費
用
は
、
公
費
と
病

床
転
換
支
援
金
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
、
負
担
割
合
は
、
国
、
都
道
府

県
お
よ
び
保
険
者
が
そ
れ
ぞ
れ

10
：
5
：
12
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
事
業
は
、
法
令
に

よ
り
令
和
6
年
3
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
す
る
予
定
で
す
。

２  

支
払
基
金
が

　

  

行
う
業
務

　
病
床
転
換
助
成
事
業
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
保
険
者
が
負
担
す
る

部
分
（
27
分
の
12
）
を
病
床
転
換

支
援
金
と
し
て
徴
収
し
、
毎
年
度

3
月
25
日
に
実
施
主
体
で
あ
る
都

道
府
県
に
病
床
転
換
交
付
金
と
し

て
交
付
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
図
4
）

厚生労働省
保険者（12/27）医療機関

国
（10／27）

都道府県
（5／27） 支払基金

支払基金の病床転換助成事業関係業務

※（ ）内は負担割合を表す。

③助成費用通知

⑥
病
床
転
換
助
成
交
付

負
担

②協議

⑤病床転換
支援金

④病床転換支援金
納付通知

①申請 ⑦助成費用交付

転換

協会けんぽ

再編成
医療療養病床のうち
介護保険施設等へ
転換

医療療養病床

介護医療院
ケアハウス等

船員保険

共済組合

健保組合

国民健保

高 

　
　医
療
の
必
要
性
　 

　低

支払基金本部事業主 広域連合

受
　付

情
報
登
録

全
国
の
保
険
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報
を
集
約

広域連合ごとの
被扶養者情報
を提供

内
容
確
認

電子媒体
電子媒体

被扶養者
異動届

北海道
青森県

鹿児島県
沖縄県

書面書面

DVD

DVD

被扶養者
異動届

被扶養者
異動届

被扶養者
異動届

被扶養者
異動届

被扶養者
異動届

A社

B社

C社

D社

E社

F社

保険者等

A保険者

B保険者

a
年
金
事
務
所

b
年
金
事
務
所

日
本
年
金
機
構

被扶養者情報
提出

被扶養者情報
提出

被扶養者情報
提出

北海道
広域連合

青森県
広域連合

鹿児島県
広域連合

沖縄県
広域連合

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・
・ ・  

・・

・・

青森県

北海道

鹿児島県

沖縄県

・ ・  

図３●被扶養者情報通知経由事業と支払基金の役割

図４●病床転換助成事業と支払基金関係業務の役割
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知っておきたい
病気の豆知識
連載140回

医学の
はなし

　

頭
部
に
は
解
剖
学
的
に
外
側
か
ら
頭
皮
、
頭

蓋
骨
、
脳
硬
膜
、
く
も
膜
、
脳
軟
膜
、
脳
実
質

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
く
も
膜
と
脳
軟
膜
の
間

に
は
脳
脊
髄
液
が
存
在
し
ま
す
。

　

頭
部
外
傷
に
よ
る
出
血
性
病
変
に
は
頭
部
の

外
側
か
ら
順
に
、
硬
膜
外
血
腫
（
頭
蓋
骨
と
脳

硬
膜
の
間
に
起
こ
る
）、
急
性
硬
膜
下
血
腫
（
脳

硬
膜
と
く
も
膜
の
間
）、
外
傷
性
く
も
膜
下
出

血
（
く
も
膜
と
脳
軟
膜
の
間
）、
外
傷
性
脳
内

血
腫
（
脳
実
質
内
）
が
あ
り
ま
す
。
前
述
の
解

剖
学
的
な
構
造
物
の
間
に
出
血
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
病
態
を
来
し
ま
す
。

　

慢
性
硬
膜
下
血
種
は
外
傷
に
起
因
す
る
も
の

が
約
75
％
、
特
発
性
の
も
の
が
約
25
％
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
軽
微
な
外

傷
の
た
め
気
付
か
れ
な
か
っ
た
も
の
、
慢
性
硬

膜
下
血
腫
の
症
状
で
あ
る
記
憶
障
害
の
た
め
外

傷
を
忘
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

特
発
性
で
は
抗
凝
固
剤
や
抗
血
小
板
製
剤
を
服

用
中
の
も
の
等
が
あ
り
ま
す
。
特
異
的
な
例
と

し
て
、
低
髄
液
圧
症
候
群
に
合
併
す
る
こ
と
も

増
え
て
い
ま
す
。

　　

脳
外
科
領
域
で
は
慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
基
本

的
に
外
傷
性
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
は
慢
性
と

は
外
傷
後
い
つ
か
ら
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

頭
部
外
傷
に
お
い
て
は
受
傷
か
ら
発
症
ま
で
３

日
以
内
を
急
性
期
、
４
日
か
ら
21
日
ま
で
を
亜

急
性
期
、
21
日
以
後
を
慢
性
期
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
受
傷
か
ら
３
週
間
を
経
過
し
て
発
症

し
た
硬
膜
下
血
腫
を
慢
性
硬
膜
下
血
腫
と
い
い

ま
す
。（
軽
微
な
外
傷
に
よ
る
も
の
も
あ
り
外

傷
の
既
往
が
明
確
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
）

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
線
維
性
の
厚
い
外
膜（
硬

膜
側
被
膜
）
と
薄
い
内
膜
（
く
も
膜
側
被
膜
）

の
被
膜
に
血
腫
が
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

身
体
の
他
の
部
位
に
発
生
し
た
血
腫
で
は
被
膜

を
形
成
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な

ぜ
軽
微
な
外
傷
の
慢
性
期
に
血
腫
の
増
大
を
来

す
の
で
し
ょ
う
か
。
増
大
の
機
序
に
は
硬
膜
下

腔
に
血
液
の
混
入
し
た
液
体
の
貯
留
、
反
応
性

の
被
膜
形
成
、
被
膜
（
外
膜
）
の
新
生
血
管
か

ら
の
繰
り
返
し
の
出
血
、
炎
症
の
関
与
な
ど
が

示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
快
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　　

症
状
と
し
て
は
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障
害
等

の
頭
蓋
内
圧
亢
進
症
状
、
記
憶
障
害
、
精
神
活

動
の
低
下
、
尿
失
禁
等
の
認
知
症
状
、
運
動
麻

痺
、
失
語
等
の
脳
局
所
症
状
な
ど
が
み
ら
れ
ま

す
。
最
近
で
は
高
齢
化
が
進
み
認
知
症
が
話
題

と
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
を
代
表
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
形
の

認
知
症
が
あ
り
ま
す
が
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
も

必
ず
鑑
別
診
断
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
症
状
は
種
々
の
組
み
合
わ
せ
で
発
症
し

て
き
ま
す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
完
全
運
動
麻

痺
、
昏
睡
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
古
く
は
高
齢
者
、
男

性
、
飲
酒
者
（
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
）
に
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
多
分
に
脳
萎
縮
の
存

在
が
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
、
現
在
で
も
男

性
に
多
い
疾
患
で
す
。

　　

診
断
に
関
し
て
は
外
傷
の
既
往
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
前
述
の
神
経
症
状
が
あ
れ
ば
頭
部
の

画
像
検
査
が
必
要
で
す
。
頭
部
Ｃ
Ｔ
も
し
く
は

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
す
。
専
門
医
が
見
れ
ば
容

易
に
診
断
さ
れ
ま
す
。
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は

外
傷
か
ら
血
腫
形
成
ま
で
の
時
期
、
再
出
血
の

有
無
、
脳
幹
へ
の
影
響
も
判
断
可
能
で
す
。

　　

保
存
的
治
療
と
外
科
的
治
療
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
外
科
手
術
で
す
。
手
術
は
局
所
麻

酔
下
に
通
常
血
腫
の
厚
い
部
分
に
１
か
所
、
１

〜
２
㎝
の
穿
頭
術
を
施
行
し
、
血
腫
内
容
を
洗

浄
除
去
し
血
腫
腔
に
ド
レ
ー
ン
を
挿
入
す
る
と

い
う
簡
単
な
術
式
で
す
。
穿
頭
術
後
の
再
発
は

10
％
前
後
あ
り
、
術
後
の
経
過
観
察
の
た
め
の

画
像
検
査
が
必
要
で
す
。
一
般
的
に
は
こ
の
よ

う
な
簡
単
な
手
術
で
症
状
は
消
失
し
ま
す
。

　

保
存
的
治
療
と
し
て
は
最
近
、
手
術
治
療
が

選
択
さ
れ
な
か
っ
た
例
に
漢
方
薬
の
五
苓
散
、

柴
苓
湯
の
長
期
投
与
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
症
状
の
強
い
症
例
で
は
手
術
治
療
が

勧
め
ら
れ
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
侵
襲
の

少
な
い
手
術
で
治
癒
が
得
ら
れ
る
数
少
な
い
脳

外
科
疾
患
で
す
。

慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
病
態

は
じ
め
に

診
　
断

社会保険診療報酬
支払基金三重支部
（三重県）
医療顧問

小島　精
慢性硬膜下血腫

～認知症との鑑別が必要～

症
　
状

治
　
療

月刊基金 March 20219



Topics

　

支
払
基
金
は
、
福
岡
県
中な

か

間ま

市
の
医
療
費

助
成
制
度（
子
ど
も
医
療
、
重
度
障
害
者
医
療
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
）の
審
査
支
払
業
務
を

令
和
元
年
10
月
診
療
分
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

委
託
を
受
け
て
か
ら
約
１
年
半
が
経
過
し

ま
す
が
、
委
託
前
と
委
託
後
に
お
い
て
、
委

託
開
始
時
に
期
待
し
て
い
た
事
務
の
効
率
化
、

債
権（
高
額
療
養
費
）の
適
正
な
管
理
等
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
中
間
市
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地方単独医療費助成制度の
審査支払事務委託後の効果
～福岡県中間市の医療費助成制度の関係者を訪ねて～

福
岡
県
中
間
市

保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

課
長 　
　
　
　
　

岩
河
内 

弘
子 

さ
ん

高
齢
者
医
療
係
長 

佐
々
木 

直
哉 

さ
ん

●
被
用
者
保
険
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
の
審

査
支
払
事
務
を
支
払
基
金
に
委
託
し
た
経
緯

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
県
で
は
、
福
岡
市
が
平
成
24
年
４
月
診

療
分
か
ら
支
払
基
金
に
委
託
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
中
間
市
の
位
置
す
る
県
北
部
の
北
九
州
地

域
で
は
、
委
託
す
る
市
町
村
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
中
間
市
民

の
生
活
圏
で
あ
る
北
九
州
市
が
平
成
30
年
４
月

診
療
分
か
ら
支
払
基
金
に
委
託
を
開
始
し
た
こ

と
は
、
中
間
市
が
委
託
先
変
更
を
検
討
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
支

払
基
金
に
委
託
す
る
こ
と
は
、
中
間
市
に
と
っ

●福岡県　医療費助成事業　map

芦屋町

岡垣町

宗像市 中間市

直方市 苅田町

行橋市香
春
町

福智町

糸田町

小竹町宮若市

福津市

古賀市
新宮町

久山町
飯塚市

桂川町

田川市

川
崎
町

赤
村

添田町

築上町

豊前市

吉富町

上毛町

東峰村朝倉市

うきは市久留米市

大刀洗町

小
郡
市

筑前町

篠栗町
須恵町 
宇美町 

太宰府市 

筑紫野市 

粕屋町 

志免町 

那
珂
川
市

糸島市

福岡市

北九州市

八女市
広川町

筑後市
大
木
町大川市

柳川市
みやま市

大牟田市

嘉麻市

大
任
町

水
巻
町

遠
賀
町
鞍
手
町

み
や
こ
町

春
日
市
大
野
城
市

契約
自治体名

開始
診療月分

契約
自治体名

開始
診療月分

1 福岡市 平成 24 年
4月診療分 21 大牟田市 平成 29年

7月診療分
2 小郡市

平成 28 年
1月診療分

22 飯塚市

3 久留米市 23 行橋市 平成 29年
10月診療分

4 広川町 24 北九州市 平成30年
4月診療分

5 筑後市 25 苅田町 平成30年
7月診療分

6 うきは市 26 糸島市

平成30年
10月診療分

7 嘉麻市 27 筑紫野市

8 八女市 28 春日市

9 大木町

平成 28 年
2月診療分

29 大野城市

10 朝倉市 30 太宰府市

11 筑前町 31 那珂川市

12 東峰村 32 みやこ町 平成31年
2月診療分

13 大川市 平成 28 年
3月診療分 33 粕屋町 平成31年

4月診療分

14 築上町

平成 28 年
4月診療分

34 中間市 令和元年
10月診療分15 豊前市 35 新宮町

16 上毛町 36 直方市

令和 2年
4月診療分

17 吉富町 37 宗像市

18 田川市 平成 28 年
7月診療分 38 福津市

19 柳川市
平成 28 年
10月診療分

39 大刀洗町

20 みやま市 40 宮若市 令和 3 年
1月診療分令和 3年 1月現在

10月刊基金 March 2021



Topics
て
債
権
（
高
額
療
養
費
）
の
適
正
な
管
理
や
事

務
の
効
率
化
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
保
険
医

療
機
関
や
保
険
薬
局
に
と
っ
て
も
請
求
の
際
の

事
務
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
委
託
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

●
委
託
を
決
定
す
る
ま
で
に
問
題
な
ど
は
あ
り

ま
し
た
か
。

　
委
託
開
始
前
は
、
保
険
医
療
機
関
や
保
険
薬

局
が
医
療
費
を
請
求
す
る
際
の
混
乱
へ
の
懸
念

や
委
託
先
変
更
の
事
務
手
続
、
委
託
開
始
後
の

事
務
処
理
へ
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

支
払
基
金
に
県
の
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
や
国
保
連
合
会
と
調
整
し
て
い
た
だ
き
、

事
務
手
続
に
つ
い
て
も
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

い
た
の
で
、
保
険
医
療
機
関
や
保
険
薬
局
の
混

場
合
、
限
度
額
認
定
証
以
外
の
高
額
療
養
費
の

算
定
が
行
わ
れ
ず
、
中
間
市
が
毎
月
の
医
療
費

助
成
デ
ー
タ
か
ら
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
請

求
分
を
抽
出
し
て
、
直
接
保
険
者
に
請
求
し
、

被
保
険
者
か
ら
は
申
請
書
や
代
理
受
領
の
委
任

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
委
任
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
や
、
す
で
に
被
保
険
者
の
方
に

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
委

任
の
お
願
い
や
被
保
険
者
へ
の
返
還
請
求
な
ど

債
権
と
し
て
適
正
に
管
理
す
る
必
要
が
生
じ
て

し
ま
い
、
か
な
り
の
事
務
負
担
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
債
権
管
理
の
解
消
、
事
務

負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
支
払
基
金
に
委
託
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

●
委
託
前
と
委
託
後
の
医
療
費
の
変
化
（
動

向
）
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
被
用
者
保
険
に
係
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
委
託
前
の
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年

11
月
ま
で
と
委
託
後
の
令
和
元
年
12
月
か
ら
令

和
２
年
３
月
ま
で
の
実
績
を
比
べ
る
と
、
月
平

均
で
、
子
ど
も
医
療
で
約
17
％
、
重
度
障
害
者

医
療
で
約
６
％
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
で
約

10
％
医
療
費
助
成
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
間
市
が
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た

件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
と
令
和
元
年

度
を
比
較
す
る
と
、
子
ど
も
医
療
で
約
42
％
、

重
度
障
害
者
医
療
で
約
11
％
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
で
約
49
％
減
少
し
て
お
り
、
高
額
療
養

費
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
高
額
受
診
情
報
の
抽
出
か
ら
被
保

険
者
へ
の
高
額
療
養
費
の
委
任
の
お
願
い
や
被

保
険
者
に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
た
場

合
の
返
還
請
求
ま
で
の
事
務
処
理
の
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
債
権
管
理

の
解
消
や
住
民
訴
訟
の
リ
ス
ク
回
避
な
ど
業
務

上
、
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

●
支
払
基
金
に
医
療
費
助
成
制
度
に
係
る
審
査

支
払
事
務
を
委
託
し
た
メ
リ
ッ
ト
や
感
想
等

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
分
は
、

被
保
険
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
、
保
険
者
に
高

額
療
養
費
の
請
求
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
国
保

連
合
会
か
ら
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
医
療
費
助
成

デ
ー
タ
か
ら
、
被
用
者
保
険
に
係
る
高
額
療
養

費
に
該
当
す
る
請
求
を
抽
出
し
て
、
被
保
険
者

に
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
書
お
よ
び
受
領
に

関
す
る
委
任
状
を
送
付
し
、
返
送
さ
れ
た
も
の

を
保
険
者
に
送
付
し
て
高
額
療
養
費
の
請
求
を

行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
被
保
険
者
か
ら
返
送
が

な
い
場
合
は
、
電
話
や
訪
問
な
ど
に
よ
り
返
送

を
依
頼
し
、
高
額
療
養
費
が
す
で
に
被
保
険
者

に
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
に
対

し
て
返
還
請
求
を
行
う
な
ど
時
間
と
労
力
が
か

か
る
大
変
な
作
業
で
し
た
。
特
に
、
す
で
に
被

保
険
者
に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場

乱
や
問
合
せ
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
で
も
な
く
、

委
託
先
変
更
の
事
務
手
続
も
余
裕
を
も
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委
託
開
始
後
も
支
払

基
金
か
ら
の
請
求
に
従
っ
て
支
払
処
理
を
行
う

だ
け
で
し
た
の
で
、
中
間
市
と
し
て
も
特
に
支

障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
支
払
基
金
へ
の
委
託
に
よ
り
、
医
療
費
助
成

事
業
（
被
用
者
保
険
分
）
に
係
る
高
額
療
養

費
の
取
扱
い
は
、
70
歳
未
満
の
受
給
者
は

「
標
準
報
酬
月
額
28
万
～
50
万
円
」、
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
受
給
者
は
「
一
般
所
得
者
」

の
所
得
区
分
で
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
委
託
を
検
討
す
る
上
で
の
こ
の
取
扱
い

は
障
壁
と
な
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
障
壁
と

な
っ
た
場
合
は
、
解
消
し
た
理
由
も
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

　
正
直
、
委
託
を
決
定
す
る
際
の
一
番
の
障
壁

が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
取
扱
い

で
し
た
。
医
療
費
助
成
事
業
に
お
い
て
、
高
額

療
養
費
に
該
当
す
る
受
給
者
の
中
に
は
「
標
準

報
酬
月
額
26
万
円
以
下
」
お
よ
び
「
低
所
得

者
」
の
所
得
区
分
の
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
支
払
基
金
に
委
託
し
た
場

合
、
中
間
市
が
実
際
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
よ
り
も
多
く
の
額
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
保
連
合
会
へ
の
委
託
を
続
け
た

左から　岩河内 弘子さん　佐々木 直哉さん
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Topics
図表１●支払基金に委託していない場合の医療費の流れ（現物給付：国保連合会に委託）

図表２●支払基金に委託した場合の医療費の流れ

医療機関

支払基金

総額１万円の医療を受けた場合 ※自己負担２割
※医療費助成事業の患者負担額　月1,000円上限

患者

市町村

保険者

1,000円

8,000円 8,000円

8,000円

1,000円

8,000円

①受診

⑥診療翌々月の
　原則21日までに
　被用者保険分を支払

⑤診療翌々月の
　原則20日までに
　被用者保険分を支払

⑤医療費助成分を支払⑥医療費助成分を支払

③審査を実施
（医療費決定）

④診療翌々月の
　10日までに
　被用者保険分を請求

④医療費助成分を請求②医療費助成分を請求注1
国保連合会
③請求支払
　事務を実施

例

1,000円 1,000円注1医療機関から国保連合会へ
　の請求方法は、併用レセプト
　や連記式請求書など、都道
　府県によって異なります。

1,000円

②診療翌月の10日までに被用者保険分を
　単独レセプトで請求

医療機関

支払基金

総額１万円の医療を受けた場合

患者

市町村

1,000円
9,000円

1,000円

1,000円

9,000円

①受診

②診療翌月の10日までに
　併用レセプトで請求

⑥診療翌々月の
　原則21日までに
　医療費の支払

⑤診療翌々月の
　原則20日までに
　医療費助成分を支払

③審査を実施
（医療費決定）

④診療翌々月の
　10日までに
　医療費助成分を請求

例 ※自己負担２割
※医療費助成事業の患者負担額　月1,000円上限

保険者

8,000円

8,000円
⑤診療翌々月の
　原則20日までに
　被用者保険分を支払

④診療翌々月の
　10日までに
　被用者保険分を請求

　保険者と市町村との間で行われている高額
療養費の調整事務の軽減につながります。

仕組みについては、「月刊基金令和2年11月号」P.8～をご覧ください。
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Topics
合
の
債
権
の
回
収
は
、
高
額
療
養
費
の
請
求
時

効
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
取
扱
い
が
難
し
い
事

務
で
し
た
が
、
委
託
後
は
、
被
用
者
保
険
に
係

る
高
額
療
養
費
の
請
求
事
務
を
行
う
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
託
後
は
、
医
療
費
助
成
分
が
併
用

レ
セ
プ
ト
で
請
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、

現
金
給
付
と
し
て
支
給
し
て
い
た
国
の
公
費
負

担
医
療
の
受
給
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
分
を

現
物
給
付
化
で
き
た
た
め
、
受
給
者
の
方
の
請

求
の
手
間
も
な
く
な
り
、
現
金
給
付
の
支
払
い

事
務
に
つ
い
て
も
、
支
払
件
数
が
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
併
用
レ
セ
プ
ト
に
よ
り
、

従
来
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
レ
セ
プ
ト
の
内
容

審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
費
の
適

正
化
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
「
委
託
後
」
に
事
務
作
業
量
は
減
少
し
ま
し

た
か
。
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
も
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

　
委
託
前
は
、
高
額
療
養
費
の
請
求
事
務
に
大

助
成
額
に
乖
離
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

保
険
医
療
機
関
等
が
支
払
基
金
に
保
険
診
療
分

の
請
求
を
取
下
げ
て
も
、
国
保
連
合
会
に
医
療

費
助
成
分
の
請
求
を
取
下
げ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
適
正
な
医
療
費
助
成
事
業
と
は
言
い

が
た
い
状
況
で
し
た
。
委
託
後
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
、

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
、
透
明
か
つ
安

心
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

●
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
は
必
要
で
し
た
か
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
変
更
を
行
っ
た
場
合
に
係

る
期
間
お
よ
び
問
題
点
等
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

　
中
間
市
は
、
令
和
元
年
10
月
診
療
分
か
ら
委

託
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
同
年
11
月
に
公
費
医

療
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で
し
た
の
で
、

導
入
時
か
ら
支
払
基
金
の
連
名
簿
デ
ー
タ
を
シ

ス
テ
ム
に
取
り
込
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
段
階
で

連
名
簿
デ
ー
タ
を
取
り
込
め
る
仕
様
に
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
シ
ス
テ
ム
変
更
は
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
委
託
に
際
し
支
払
基
金
担
当
者
の
対
応
は
い

か
が
で
し
た
か
。

　
委
託
の
検
討
段
階
で
支
払
基
金
の
担
当
者
の

方
に
中
間
市
お
よ
び
周
辺
の
４
町
の
担
当
者
を

対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
委
託
後
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
委
託
後
の

状
況
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
託
を
決
定
し
て
か
ら
開
始
す
る
ま
で

の
間
、
県
の
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
と
調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
支
払
基

金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
保
険
医
療
機
関
等
が
混
乱
を
招
か
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

委
託
を
決
定
し
て
か
ら
委
託
開
始
後
ま
で
の
事

務
処
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
保

険
医
療
機
関
等
か
ら
の
問
合
せ
も
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
他
の
自
治
体
で
支
払
基
金
に
委
託
を
検
討
し

て
い
る
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
支
払
基
金
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
高
額
療
養

費
に
関
す
る
債
権
管
理
事
務
、
国
の
公
費
負
担

医
療
の
受
給
者
に
対
す
る
現
金
給
付
に
関
す
る

支
給
事
務
が
軽
減
さ
れ
、
事
務
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
併
用
レ
セ
プ

ト
に
よ
り
国
の
公
費
負
担
医
療
の
受
給
者
が
医

療
費
助
成
の
現
物
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
現
金
給
付
の
申
請
を
行
う
手
間
が
解

消
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
医
療
費
の
適
正
化
に
よ
り
透

明
で
公
正
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

変
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。
医

療
費
助
成
事
業
を
正
規
職
員
１
人
と
臨
時
職
員

１
人
が
担
当
し
、
臨
時
職
員
に
事
務
作
業
の
補

助
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

委
託
後
は
、
医
療
費
助
成
事
業
を
正
規
職
員
１

人
の
み
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
無
償
で
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
各
種

オ
プ
シ
ョ
ン
帳
票
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
現
在
は
、
主
に
連
名
簿
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
子
ど
も
医

療
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
補
助
対
象
の
拡
大

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
助
成
拡
大
を
行
っ

た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
連
名
簿
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費

助
成
事
業
年
齢
別
集
計
票
で
再
審
査
の
状
況
が

わ
か
り
ま
す
の
で
、
再
審
査
の
効
果
額
の
確
認

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
支
払
基
金
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
被
用
者
保

険
分
に
つ
い
て
は
併
用
レ
セ
プ
ト
請
求
と
な

り
、
審
査
結
果
が
医
療
費
助
成
金
に
反
映
さ

れ
ま
す
が
、
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
保
険
医
療
機
関
等
が
保
険
診

療
分
を
支
払
基
金
に
、
医
療
費
助
成
分
を
国
保

連
合
会
に
請
求
し
て
い
た
の
で
、
支
払
基
金
の

審
査
で
保
険
診
療
分
は
減
額
さ
れ
て
も
、
医
療

費
助
成
分
は
減
額
さ
れ
ず
、
請
求
額
と
医
療
費

県内の健保組合の声
毎月20件程度の高額療
養費の調整業務があり、
そのチェックに時間が
かかっていましたが、
支払基金への委託後は
負担が軽減されました。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

幼
い
頃
は
電
気
の
工
作
や
模
型
を
作
っ
た

り
す
る
の
が
好
き
で
理
工
系
に
進
み
た
い
、
エ

ジ
ソ
ン
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
父
が
開
業
医
で
、
患
者
さ
ん
に
対

す
る
様
子
を
間
近
で
見
て
い
て
、
開
業
医
に

な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

専
門
は
糖
尿
病
で
す
。
大
学
で
は
肝
糖
研

と
い
う
肝
臓
専
門
の
教
室
に
所
属
し
ま
し
た

が
、糖
尿
病
を
や
る
人
が
い
な
い
か
ら
や
っ
て

く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
将
来
は
開
業
医
を
希
望
し
て
い
ま
し
た

し
、糖
尿
病
は
全
身
の
病
気
で
あ
り
、
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
メ
デ
ィ
ス
ン
、
全
人
格
的
に
対
応
す
る

医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
も
い
い
か
な
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
糖
尿
病
神
経
障
害
に
つ
い
て

臨
床
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
糖
尿
病
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
だ
と
合
併
症
が
少
な
く

な
る
と
い
う
よ
う
な
研
究
で
す
。

―
―
医
師
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

　

病
気
で
は
な
く
、
そ
の
人
を
診
る
。
そ
の

人
と
の
全
人
格
的
な
触
れ
合
い
の
中
で
、
そ

の
人
全
体
を
診
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

日
々
の
診
療
の
中
に
お
い
て
、
糖
尿
病
は

ス
ト
レ
ス
で
悪
化
し
た
り
、
悩
み
な
ど
か
ら

解
放
さ
れ
て
良
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
結

構
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
人
に
ど
う
い
う
背

景
が
あ
る
の
か
、
人
間
関
係
や
家
族
関
係
な

ど
、
ど
う
い
う
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
も
聞
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

保
険
診
療
で
は
、
各
種
の
管
理
料
や
指
導

料
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
上

か
ら
目
線
で
指
導
す
る
、
管
理
す
る
と
い
う

よ
う
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
謙
虚
に
な
り
た
い

と
思
い
、
患
者
さ
ん
を
お
呼
び
す
る
と
き
は

「
様
」
を
つ
け
て
お
呼
び
し
て
い
ま
す
。
診
察

室
の
中
で
は
普
通
に
話
し
ま
す
が
、
入
室
し

て
い
た
だ
く
と
き
に
は
「
誰
々
様
」
と
言
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
し
、
診
療
所
の
職
員
に

も
「
様
」
を
つ
け
て
お
呼
び
す
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は

　

審
査
委
員
に
な
っ
て
一
番
感
じ
た
の
は
、

審
査
委
員
の
先
生
方
は
正
義
感
が
と
て
も
強

く
、
専
門
的
な
知
識
に
長
け
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
か
ら
臨
床
の
経
験
が
深
い
。
そ
う
い
う

す
ば
ら
し
い
先
生
方
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ
る

と
こ
ろ
だ
な
と
の
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は

　

審
査
委
員
の
専
門
性
と
保
険
診
療
の
見
識

を
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
会
議
で
も
で
き
る

だ
け
発
言
し
て
も
ら
う
こ
と
で
合
意
形
成
に

努
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

合
意
形
成
は
、
第
二
次
審
査
や
再
審
査
部

会
で
特
に
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
小

児
科
や
整
形
外
科
と
、
内
科
や
外
科
と
の
間

で
審
査
結
果
に
差
異
が
あ
れ
ば
、
少
し
ず
つ

埋
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
合
意

し
た
結
果
を
医
療
機
関
や
保
険
者
に
浸
透
さ

せ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
長
に
な
る
前
に
医
療
顧
問
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
か
ら
審
査
委
員
と

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を

審
査
委
員
の
専
門
性
を
生
か
す

会
議
で
の
合
意
形
成
を
大
切
に

大
高
　
剛　
滋
賀
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

　審査委員長に伺いました。
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進
め
ま
し
た
。
例
え
ば
職
員
が
審
査
委
員
に

聞
き
に
く
い
と
き
に
一
緒
に
行
っ
た
り
、
お

帰
り
に
な
る
先
生
に
声
を
か
け
、
質
問
に
来

る
職
員
を
待
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
円
滑
化
が
進
み
、
今
で
は
そ

の
必
要
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
留
意

し
つ
つ
、
毎
月
保
険
者
と
の
打
合
せ
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
職
員
は
説

明
す
る
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
副
審
査
委
員

長
等
と
の
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
す
ご
く
勉
強
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、今
後
、新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
移
行

す
る
際
に
は
戸
惑
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、自
分

が
勉
強
し
て
信
じ
る
と
こ
ろ
を
進
め
て
い
っ

て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
支
部
間
差
異
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
い

か
が
で
す
か

　
「
審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
」
に
基

づ
き
、
現
在
、
審
査
事
務
を
集
約
し
て
い
く

作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
審
査
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
C
T
の
活
用
等
も
進
む
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、支
部
集
約
を
す
る
こ
と
に
よ
り

審
査
に
対
す
る
考
え
方
が
ど
ん
ど
ん
フ
ラ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
審
査
結
果
の

不
合
理
な
差
異
と
い
う
も
の
は
、
自
ず
と
解

消
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

支
払
基
金
本
部
か
ら
毎
月
届
く
分
析
評
価

レ
ポ
ー
ト
も
差
異
解
消
に
大
き
く
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

滋
賀
支
部
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
、
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ

も
集
め
て
決
め
て
い
る
の
で
、
自
信
を
持
っ

て
進
め
て
い
ま
す
し
、
審
査
委
員
の
先
生
方

も
し
っ
か
り
と
し
た
ポ
リ
シ
ー
も
専
門
性
も

お
持
ち
な
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
恥
ず
か
し

く
な
い
審
査
判
断
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
で

解
消
し
て
い
く
と
み
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

患
者
の
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
初
診
時
か
ら

一
律
に
検
査
を
す
る
な
ど
保
険
診
療
の
理
解

が
不
十
分
な
医
療
機
関
が
時
々
み
ら
れ
ま
す
。

最
初
か
ら
機
関
銃
や
大
砲
を
使
う
よ
う
な
診

療
で
は
な
く
、
も
う
少
し
弓
矢
で
的
を
射
る

よ
う
な
診
療
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

保
険
者
に
は
、
的
確
な
再
審
査
を
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
精
度
を
上

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
医
療
保
険
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

医
療
保
険
制
度
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
が
、
中
身
が
薄
く
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
頭
痛
の
鎮
痛
剤
は
保
険
を
認
め
な

い
と
か
、非
常
に
高
価
な
医
療
は
、私
的
な
医

療
保
険
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
方
向
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
は
大
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
保
険
診
療
が
、

だ
ん
だ
ん
上
と
下
か
ら
狭
め
ら
れ
て
き
て
、保

険
制
度
は
残
っ
て
も
中
身
が
薄
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
C
T
の
活
用
が
医
療
に

も
影
響
し
て
、
医
療
が
定
型
的
に
な
っ
て
い

く
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
、
全

人
格
的
な
触
れ
合
い
の
中
で
、
そ
の
人
全
体

を
診
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
申
し
ま
し

た
が
、
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
者
と
患

者
と
の
信
頼
関
係
、
丁
寧
な
診
察
と
説
明
と

同
意
が
大
切
で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ

を
ベ
ー
ス
に
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
C
T
を
活
用
す
る
中

で
も
、
定
型
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
健
康
を
保
つ
秘
訣
や
趣
味
な
ど
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

高
校
ま
で
水
泳
の
選
手
を
し
て
い
た
の
で

運
動
は
好
き
で
す
ね
。
支
部
も
住
ま
い
も
琵

琶
湖
の
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
琵
琶
湖
の
周

辺
を
毎
日
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
で
は
、
糖
質
は
そ
の
日
に
消

費
し
な
い
と
体
に
蓄
積
し
て
い
く
の
で
、
夕

食
に
糖
質
を
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

他
に
は
、
寝
る
前
に
ワ
イ
ン
を
少
し
飲
む

の
を
習
慣
に
し
て
い
ま
す
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確

保
の
一
環
と
し
て
電
子
証
明
書
に
よ
る
本
人
認

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
子
証
明
書
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
シ
ス
テ
ム
専
用
で
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月

に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
に
併
せ
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
は
両
シ
ス

テ
ム
に
対
応
す
る
電
子
証
明
書
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る

認
証
局
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
変
更
で
発
行
料
は
従
来
よ
り
も
約
６

割
減
額
さ
れ
、
紙
に
よ
る
申
請
の
他
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
申
請
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
を
ご
利

用
の
医
療
機
関
・
薬
局
・
保
険
者
等
の
皆
さ
ま

に
は
、
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
認
証
局
を
変

更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
更
新
を
行
う
場

合
に
お
い
て
初
回
に
限
り
新
規
の
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
仕
組
み
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

　1,500円（端末１台につき）※従前の電子証明書（令和2年12月発行まで）は4,000円

申請端末 申請方法

オンライン
請求システムに
接続している端末

「オンライン請求システムのログイン画面」または、「オンライン請求シ
ステム専用認証局ダウンロードサイト」の下部にある「電子証明書の発
行申請サイト」のリンクから発行申請サイトに接続
※現在ご利用の電子証明書の有効期限が近づいてきた利用者様に更新手続きのご案内

を送付していますので、お手元に届きましたら申請をお願いします。

申請端末 申請方法

インターネットに
接続している端末

医療機関等向けポータルサイトから電子証明書の申請が可能
※申請にはアカウント登録が必要です。
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/

令和3年1月からの手続等

●既にオンライン請求システムをご利用の方

●新規にオンライン資格確認等システムをご利用の方
➡ オンライン資格確認の利用申請に併せ、電子証明書の申請ができます。

（注1）オンライン資格確認を行う場合は、これまでの電子証明書は使用できません。両システムに対応する電子
証明書の申請が必要です。

（注2）紙での申請は、現行どおり所在する支部に申請書の提出をお願いします。

電子証明書申請イメージ（初回のみ）

発行料金（税込み）

申請方法

支払基金利用者様

通知書受理後、
電子証明書のダウンロード
およびインストールを
行います。

申請サイトにアクセスし、
発行申請画面から申請を
行ってください。

（次回の更新からは不要）

利用者様に行っていただ
く作業は、①と④です。

申請後、4日程度で発送代
行業者から「電子証明書発
行通知書」が郵送（簡易書
留）で届きます。

申請受付の完了メールを
送信します。

（アドレス登録者のみ）

1

4
2

3
更新完了
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電子証明書の認証局が変更されたことで、電子証明書更新の手続きはどのようになるのか。

電子証明書の発行申請をしていただく必要があります。その後、発送代行業者から電子証明書のダウンロード
に関する情報が記載された発行通知書が郵送されますので、届き次第、電子証明書をダウンロードしていただ
くこととなります。

電子証明書発行申請サイトではどのように申請すればよいのか。

発行申請サイトにおける申請手順は、支払基金ホームページに掲載している「オンライン請求ネットワーク関
連システム共通認証局　電子証明書の発行等申請の手引き」のP 5「２.電子証明書の発行申請」をご覧願います。
●支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）

トップページ→診療報酬の請求支払→レセプト電算処理システム→「保険医療機関・保険薬局の皆様へ」

または「保険者等の皆様へ」→ダウンロード情報（共通認証局電子証明書の発行等申請の手引き）

電子証明書発行申請サイト（ダウンロードサイト）へ接続できません。

接続不可の理由はさまざま考えられます。新規で申請いただいた方および電子証明書の有効期限が近づいてき
た方にお届けしている支払基金からの「重要なお知らせ」の裏面「電子証明書発行申請サイト等へ接続できな
い事象のご案内一覧」を参考にご対応をお願いします。

発行申請後、発行通知書が届いたが、ダウンロード及びインストールはどのように行うのか。

「オンライン請求システムのログイン画面」または、「オンライン請求システム専用認証局ダウンロードサイト」
の下部にある「電子証明書ダウンロードサイト」のリンクから証明書の取得画面に接続し、電子証明書のダウ
ンロードを行ってください。ダウンロードの際は専用のID、パスワードが必要です。
ダウンロードおよびインストールの手順については、支払基金ホームページに掲載している「共通認証局電子
証明書インストールマニュアル」をご覧願います。
●支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）

トップページ→診療報酬の請求支払→レセプト電算処理システム→「保険医療機関・保険薬局の皆様へ」

または「保険者等の皆様へ」→ダウンロード情報（共通認証局電子証明書インストールマニュアル）

A1

A2

A3

A4

Q1

Q2

Q3

Q4

オンライン請求システムヘルプデスク
0120‒60‒7210
⃝オンライン請求システムで利用する電子

証明書の更新および入力内容
⃝オンライン請求端末から電子証明書発行

申請サイトへの接続　など

ネットワークサポートデスク　0120‒220‒571　⃝回線の敷設　など

オンライン資格確認等コールセンター
0800‒080‒4583
⃝オンライン資格確認等システムで利用する電子証明

書の申請および入力内容
⃝オンライン資格確認の導入
⃝顔認証付きカードリーダーや補助金の申請　など

電子証明書に
関する
問い合わせを
受け付けて
います。
（通話料無料）

保険医療機関・
保険薬局の方 保険者等の方

保険医療機関・
保険薬局の方 保険者等の方
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　生活保護法による保護には、生活扶助、教育扶助、住宅扶助、医療扶助、介護扶助、出産扶助、生業扶助、葬
祭扶助があり、基準にもとづく最低生活費から収入を引いた額が保護費として毎月支給されます。これらの保護の
うち医療扶助は、給付の要否を確認した後に発行される各給付券にもとづいて提供されます。給付の範囲は、基本
的には医療保険と同じですが、必要最小限のものに限られています。指定薬局での調剤の給付については、医療券
と同時に調剤券が発行されます。

生活保護の医療

医療扶助の基本的な流れ

　医療扶助による診療の給付は、基本的に暦月単位で発行される医療券にもとづき行われます。被保護者は、原
則として要否意見書を記載した指定医療機関に医療券を提出し、現物給付の医療をうけます。指定医療機関は、
医療扶助の診療報酬を支払基金に請求します。

医療扶助の対象と他の公費医療との関係

　医療扶助の対象となるのは、最低生活費に医療費を加えた額と、収入とを比較した差額です。一方、被保護者
の収入から、医療を除く最低生活費を差し引いた額が、本人支払額になります（収入が最低生活費を上回らない
場合は、医療扶助単給となり、患者の負担は発生しません）。
　生活保護をうけている世帯の世帯員は、国民健康保険・後期高齢者医療に加入できないため、医療はすべて医
療扶助でうけます。その他の医療保険（被用者保険）加入者の場合は、医療保険が優先しますので、その一部負
担金相当（または高額療養費の自己負担限度額）が医療扶助の対象となります。他の公費医療は生活保護に優先
されますので、残りが医療扶助の対象となります。
※特定疾患治療研究事業、先天性血液凝固因子障害等治療研究事業、肝炎治療特別促進事業については、医療保険未加入の被保護者は対象外となるため、生

活保護から給付します。
※医療保険の保険外併用療養費にかかる療養は、原則として医療扶助の給付の対象とはなりません。また、特別養護老人ホームなどの入所者については、原

則として医療扶助は適用されません。

3 法別番号　12  医療扶助

公費負担医療制度のしくみ

◆医療券による医療扶助の実施

◆収入の医療扶助との関係
最低生活費 医療費

①生活扶助と医療扶助との併給世帯 収入 生活扶助 医療扶助

②本人支払額のない医療扶助単給世帯 収入 医療扶助

③本人支払額のある医療扶助単給世帯 収入 （本人支払額） 医療扶助

④生活保護の対象外 収入

福祉事務所 支払基金

被保護者 指定医療機関

❾診療報酬の請求

❸要否意見書の提出
❹要否意見書の記載
❼医療券の提出
❽医療の提供

❶医療扶助
の申請

❷要否意見書
　の交付

❺要否意見書
　の提出

❻医療券
　の交付 ❿診療報酬の支払

＊⑤要否意見書の提出や⑥医療券の交付は、福祉事務所と指定医療機関との間で直接行われる場合もあります。

❺要否意見書
　の提出

❻医療券
　の交付
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●一般の医療保険の加入者（３割負担）・収入が基準額以下（本人支払額なし）の場合です。

事例

　中国残留邦人等支援法による支援給付制度は、老齢基礎年金を満額支給してもなお生活の安定が十分に図
れない場合に、中国残留邦人等と配偶者に支給されるものです。支援給付には、①生活支援給付、②住宅支
援給付、③医療支援給付、④介護支援給付、⑤出産支援給付、⑥生業支援給付、⑦葬祭支援給付の７種類が
あります。
　特別な定めがある場合のほか、生活保護法の規定の例によるものとされており、医療支援給付の内容は生
活保護と同様です。

中国残留邦人等支援法による医療支援給付　   法別番号    25

公費に優先する医療保険の給付（70％または80%） 他の公費（結核）
（25％または15%）

医療扶助
（５％）

他の公費（精神、難病等）
（100％）

◆医療扶助と公費医療等との関係
①医療保険と医療扶助の場合

②他の公費（精神、難病等）が適用される場合

③医療保険と他の公費（結核）と医療扶助の場合

500,000

350,000 医療保険公費対象
×0.7

×0.3
150,000

50,000

医療機関での現物給付

公費に優先する医療保険の給付（70％または80%） 医療扶助
（30％または20%）

療養の給付（および高額療養費） 一部負担金（自己負担限度額）

114,600 医療保険

公費負担35,400

公費負担限度額

高額療養費

医療扶助
（100％）

他の公費対象部分

医療扶助対象部分

一部負担金額　　　　  円　※決定　　　　 点請　求　　　　 　　 点
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第２回

　受付・事務点検ASPチェックでエラーとなったレセプトで、エラー内容が「記号・番号に係る事例」
及び「氏名等に使用できない文字に係る事例」について、エラーとなった原因を解説します。

記号・番号に係る事例の解説について事例❶

受付・事務点検ASP結果リストのイメージ

被保険者証イメージ

患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 診療

識別 事項名

●●　●●
昭和5 ８．１０．１５ 4181

被保険者証の番号が誤って記録されています。
被保険者証を確認してください。（番号の先頭
には数字、先頭以外には数字、ハイフン又は長
音の記録が可能です。）

１２３４５（枝番）０１

記号・番号
1 2 3 4 5 6 7 　　　　　　　　　

（枝番）
1 2 3 4 5 　（枝番）0 1 　　　

：注目ポイント

健康保険被保険者証

保険者番号：06XXXXXX
記号：1234567
番号：12345　（枝番）01

氏名：●●　●●
生年月日：昭和58年10月15日

被保険者証等に記載された枝番（被保険者証等に記載される個人識別を可能とする２桁
の番号）は、「枝番」項目※に記録します。ただし、枝番の記録については、令和３年
８月診療（調剤）分まで記録を省略する取扱いです。
※オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様の資格確認レコード内の「枝番」のこと。

ポイント

HO,06XXXXXX, １２３４５６７, １２３４５（枝番）０１,・・・

●解説
　法別０６もしくは６３の被保険者証の「番号」については、先頭に数字以外を記録した又は先頭以
外に数字、ハイフンもしくは長音以外を記録した場合、L4181エラーが発生します。
●修正方法
　被保険者証に記載されている「番号」を確認の上、「番号」以外の情報（「枝番」）を除いた正しい
情報（本事例の場合「１２３４５」）に修正します。
●備考
　「枝番」等の文字を被保険者証の「番号」と併せて記録した場合、 L3150、L4180等のエラーが発
生する可能性があります。

エラー
コード エラー又は確認事項（※） エラー原因

L3150 協会管掌（法別01）の被保険者証番号が7桁以内の数字ではあり
ません。

法別01の被保険者証番号に8桁以上の数字又は全桁「0」が
記録された。

L4180
被保険者証の番号が誤って記録されています。被保険者証を確認し
てください。（番号の先頭には数字又はアルファベット、先頭以外
には数字、ハイフン、長音又はアルファベットの記録が可能です。）

法別33の場合、番号の先頭に数字もしくはアルファベット
以外が記録された又は番号の先頭以外に数字、ハイフン、長
音もしくはアルファベット以外が記録された。

出力紙レセプト（抜粋）

電子レセプトの受付データ（抜粋）

※詳細は社会保険診療報酬支払基金ホームページに掲載されている 「受付・事務点検 ASPに係るチェック一覧（医科）令和２年５月版」
をご参照ください。
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患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 診療

識別 事項名

テストデータ
昭和５８．３．１６ 4140 患者氏名に確認が必要な特定の文字、記号及び

数字等が記録されています。ご確認ください。 テストデータ

氏
　
　
名

テストデータ

１男　　　　３昭　58.　　3.　16生

職務上の事由

氏名等に使用できない文字に係る事例の解説について

事例❷

受付・事務点検ASP結果リストのイメージ ：注目ポイント

RE,1,1112,202101,テストデータ,1, 3580316,,,,,・・・

電子レセプトの受付データ（抜粋）

出力紙レセプト（抜粋）

仮に登録した氏名等について、修正漏れがないようご注意ください。

●解説
　患者氏名に確認が必要な特定の文字、記号及び数字等が記録されていることからL4140エラーが
発生しております。
　なお、公費単独レセプトの場合は、本エラーは発生しません。
●修正方法
　患者氏名の記録を確認し、「テストデータ」など本来請求しないレセプトが請求ファイルに紛れて
いた場合は、該当レセプトを含めず、送信をお願いいたします。
　患者氏名を確認した結果、誤りがない場合は「エラー分含む」で請求確定していただいて差し支え
ありません。
●備考
　患者氏名（L4140）以外に不適切な文字に関するエラーが発生する項目は次のとおりです。
　　保険医氏名（調剤のみの項目）（L4141）、被保険者証（手帳）等の記号（L4142）

ポイント

No
不適切文字列

（「英数モード」で記録
された場合も含む）

患者氏名
（Ｌ4140）

保険医氏名
（Ｌ4141）

被保険者証記号
（Ｌ4142）

「０」：チェック無効
「１」：チェック有効

1 労災 1 1 1
2 使用 〜 1 1 1
3 不可 0 0 1
4 廃棄 1 1 1
5 テスト 1 1 1
6 ｔｅｓｔ 1 1 1
7 ＴＥＳＴ 1 1 1

※詳細は社会保険診療報酬支払基金ホームページに掲載されている 「受付・事務点検 ASPに係るチェック一覧（調剤）令和２年５月版」
の別表をご参照ください。

「確認が必要な特定の文字、記号及び数字等一覧」
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厚
労
省
は
１
月
８
日
、
病
院
報
告

（
令
和
２
年
９
月
分
概
数
）
を
公
表
し

た
。
一
般
病
床
の
９
月
末
の
病
床
利
用

率
は
70
・
８
％
（
前
月
比
＋
０
・
９
％
、

前
年
同
月
比
▲
３
・
４
％
）
で
あ
っ
た
。

　

厚
労
省
は
１
月
12
日
、
令
和
元
年
度

の
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
・
監
査
等

の
実
施
状
況
を
公
表
し
た
。
診
療
報
酬

の
不
正
請
求
な
ど
に
よ
る
保
険
医
療
機

関
等
か
ら
の
返
還
金
額
は
約
１
０
８
・

７
億
円
（
前
年
度
比
約
21
・
４
億
円
増
）

万
３
８
９
８
人
と
比
べ
２
万
４
９
７
人

（
２
・
５
％
）
減
少
し
た
。

　

日
本
医
師
会
と
病
院
５
団
体
に
よ
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

受
入
病
床
確
保
対
策
会
議
」
の
初
会
合

が
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
。
同
日
は

意
見
交
換
を
実
施
。
今
後
、
複
数
回
開

催
し
一
定
の
結
論
を
ま
と
め
る
予
定
。

　　

厚
労
省
は
１
月
22
日
、
地
域
医
療
構

想
の
実
現
に
向
け
て
財
政
支
援
な
ど
を

行
う
重
点
支
援
区
域
に
つ
い
て
、
２
県

２
区
域
を
新
た
に
選
定
し
た
。

　

選
定
は
３
回
目
で
、
今
回
は
山
形
県

置
賜
区
域
（
３
医
療
機
関
）
と
岐
阜
県

東
濃
区
域
（
２
医
療
機
関
）。

　

政
府
は
１
月
22
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
、

国
会
に
提
出
し
た
。
緊
急
時
に
医
療
関

係
者
・
検
査
機
関
が
協
力
の
要
請
に
応

じ
な
か
っ
た
と
き
に
勧
告
、
公
表
で
き

る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
同
法
案
は
一
部
修
正

を
経
て
２
月
３
日
に
成
立
し
た
。

　

厚
労
省
は
１
月
22
日
、
第
６
回
審
査

支
払
機
能
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
促
進
に
向
け

た
対
応
の
方
向
性
」
を
提
示
し
た
。
紙

レ
セ
プ
ト
に
よ
る
こ
と
が
可
能
な
「
保

険
医
療
機
関
等
か
ら
の
返
戻
再
請
求
」

及
び
「
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
申
出
」

に
つ
い
て
、
紙
媒
体
を
解
消
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
を
示
し
た
。
ま
た
、「
支

払
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
柔
軟
化
等
の
現
状

と
課
題
」
も
提
示
し
た
。

　

厚
労
省
は
１
月
24
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

に
の
ぼ
っ
た
。
内
訳
は
、
①
指
導
に
よ

る
返
還
分
約
34
・
２
億
円
（
同
約
１
・

５
億
円
増
）
②
適
時
調
査
に
よ
る
返
還

分
約
50
・
５
億
円
（
同
約
１
・
１
億
円

増
）
③
監
査
に
よ
る
返
還
分
約
24
・
０

億
円
（
同
約
18
・
８
億
増
）。

　

厚
労
省
は
不
妊
治
療
の
来
年
４
月
か

ら
の
保
険
適
用
に
向
け
た
工
程
表
を
１

月
13
日
の
中
医
協
総
会
で
報
告
し
た
。

本
年
３
月
末
に
実
態
調
査
の
最
終
報
告

を
実
施
。
夏
頃
に
関
係
学
会
が
ま
と
め

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
踏
ま
え
、
中
医
協

で
議
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
１
月
19
日
、
人
口
動
態
統

計
速
報
（
令
和
２
年
11
月
分
）
を
公
表

し
た
。
昨
年
１
〜
11
月
の
累
計
死
亡
数

は
１
２
５
万
１
３
５
９
人
で
、
前
年
同

期
の
１
２
６
万
６
６
８
１
人
と
比
べ
１

万
５
３
２
２
人
（
１
・
２
％
）
減
少
。

　

一
方
、
１
〜
11
月
の
累
計
出
生
数
は

80
万
３
４
０
１
人
で
、
前
年
同
期
の
82

MONTHLY
N O T E

マンスリーノート

医療保険等の動き

 1       2
January February

令
和
元
年
度
の
指
導・監
査
等

返
還
金
額
は
約
１
０
８・７
億
円

1
月

12
日

【
医
療
保
険
】

不
妊
治
療
の
来
年
４
月
か
ら
の

保
険
適
用
に
向
け
工
程
表
を
報
告

1
月

13
日

【
診
療
報
酬
】

新
型
イ
ン
フ
ル
等
対
策
特
別
措
置
法

等
の
一
部
改
正
法
案
を
国
会
に
提
出

1
月

22
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

昨
年
１
～
11
月
の
死
亡
数
は

前
年
比
１
万
５
３
２
２
人
減
少

1
月

19
日

【
人
口
】

日
医
と
病
院
５
団
体
が
新
型
コ
ロ
ナ

の
患
者
受
入
病
床
確
保
で
対
策
会
議

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

1
月

20
日

一
般
病
床
の
病
床
利
用
率

９
月
末
は
前
年
度
比
▲
３・４
％

1
月
8
日

【
医
療
】

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
促
進
に
向
け
た

対
応
の
方
向
性
を
厚
労
省
が
提
示

1
月

22
日

【
審
査
支
払
】

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
て

３
回
目
の
重
点
支
援
区
域
を
選
定

【
医
療
】

1
月

22
日

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
の
申
込
は

薬
局
で
は
４
割
超
え
る

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
】

1
月

24
日

22月刊基金 March 2021



を
公
表
し
た
。
確
定
件
数
は
総
計
８
７

６
８
万
件
で
対
前
年
同
月
伸
び
率
は
▲

10
・
３
％
（
医
療
保
険
分
▲
10
・
７
％
、

各
法
分
▲
８
・
８
％
）。
減
少
幅
は
前

月
の
▲
０
・
８
％
か
ら
９
・
５
ポ
イ
ン

ト
拡
大
し
た
。
一
方
、
確
定
金
額
は
総

計
１
兆
４
５
３
億
円
で
▲
３
・
９
％

（
医
療
保
険
分
▲
４
・
２
％
、
各
法
分
▲

２
・
８
％
）。
前
々
月
は
＋
０
・
１
％
、

前
月
は
＋
３
・
３
％
と
プ
ラ
ス
が
続
い

た
が
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。

　

政
府
は
２
月
２
日
、「
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制

の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議

決
定
し
国
会
に
提
出
し
た
。

　

改
正
法
案
は
、
①
長
時
間
労
働
の
医

師
の
労
働
時
間
短
縮
及
び
健
康
確
保
の

た
め
の
措
置
の
整
備
等
、
②
医
療
関
係

職
種
の
業
務
範
囲
の
見
直
し
、
③
地
域

医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
た
医
療
機
関

の
取
組
の
支
援
、
④
外
来
医
療
の
機
能

の
明
確
化
・
連
携
（
医
療
資
源
を
重
点

的
に
活
用
す
る
外
来
等
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
る
外
来
機
能
報
告
制
度
の
創
設

等
）、
な
ど
が
柱
で
あ
る
。

導
入
予
定
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
改
め
て
説
明
し

た
。
審
査
支
払
機
関
改
革
に
つ
い
て
は
、

厚
労
省
の
検
討
会
で
今
後
の
具
体
的
な

方
針
や
工
程
等
を
年
度
内
に
ま
と
め
る

予
定
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
支
払

基
金
と
国
保
中
央
会
・
連
合
会
に
お
け

る
改
革
の
取
組
状
況
等
を
報
告
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
３
月
下
旬
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け

て
５
０
０
施
設
程
度
を
目
安
に
３
月
上

旬
か
ら
「
プ
レ
運
用
」
を
開
始
す
る
。

こ
の
た
め
１
月
29
日
に
プ
レ
運
用
に
参

加
す
る
医
療
機
関
・
薬
局
の
募
集
を
開

始
し
た
。
プ
レ
運
用
で
は
基
本
的
に
は

本
格
運
用
と
同
じ
環
境
下
で
、
患
者
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
あ
る
い
は
健

康
保
険
証
）
を
使
っ
て
受
診
し
て
も
ら

う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
１
月
29
日
、「
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ

ダ
ー
等
の
申
込
状
況
（
同
日
時
点
）
を

公
表
し
た
。
申
込
数
は
５
万
７
１
３
２

施
設
で
、
全
国
の
医
療
機
関
・
薬
局
22

万
８
３
２
１
施
設
の
25
・
０
％
。
内
訳

は
病
院
33
・
８
％
、
医
科
診
療
所
17
・

８
％
、
歯
科
診
療
所
20
・
２
％
、
薬
局

40
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
１
月
26
日
に
運
営
委

員
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年
度
の
都
道

府
県
単
位
保
険
料
率
を
決
め
た
。

　

全
国
平
均
10
・
00
％
に
対
し
、
最
高

は
佐
賀
県
で
10
・
68
％
（
前
年
度
比
０
・

05
ポ
イ
ン
ト
減
）、
最
低
は
新
潟
県
で

９
・
50
％
（
同
０
・
08
ポ
イ
ン
ト
減
）。

前
年
度
と
比
べ
引
き
上
げ
た
の
が
20
道

府
県
、
引
き
下
げ
た
の
が
26
都
県
、
変

更
な
し
が
１
県
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
１
月
26
日
、「
令
和
２
年

度
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会
議
」

の
資
料
と
説
明
動
画
を
公
表
し
た
。

　

濵
谷
浩
樹
保
険
局
長
は
、
３
月
か
ら

ド
ラ
イ
ン
第
５
・
１
版
」
を
策
定
し
た
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
医
療

機
関
等
が
遵
守
す
べ
き
事
項
等
の
規
定

を
設
け
る
な
ど
、
平
成
29
年
５
月
策
定

の
第
５
版
を
改
定
し
た
も
の
。
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
に
は
、
レ
セ
プ
ト
作
成
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
電
子
カ
ル
テ
等
の
ほ

か
、
患
者
情
報
が
通
信
さ
れ
る
院
内
・

院
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
ま
れ
る
。

　

厚
労
省
は
２
月
１
日
、
令
和
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
医
療
技
術
の

評
価
方
法
等
の
案
を
中
医
協
の
医
療
技

術
評
価
分
科
会
に
提
出
し
、
了
承
さ
れ

た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
関
係

学
会
か
ら
の
提
案
書
を
２
月
中
旬
か
ら

６
月
上
旬
に
か
け
て
受
け
付
け
る
。
そ

の
後
、
同
分
科
会
で
評
価
を
進
め
、
令

和
３
年
度
内
に
評
価
結
果
を
中
医
協
総

会
に
報
告
す
る
運
び
で
あ
る
。

　

支
払
基
金
は
２
月
１
日
、
令
和
２
年

11
月
診
療
分
の
確
定
件
数
・
確
定
金
額

５
０
０
施
設
程
度
を
目
安
に

３
月
上
旬
か
ら
プ
レ
運
用
を
開
始

1
月

29
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
】

令
和
２
年
度
全
国
厚
生
労
働
関
係

部
局
長
会
議
の
資
料
等
を
公
表

1
月

26
日

【
厚
労
省
】

安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
第
５・１
版
を
策
定

1
月
29
日

医
療
法
等
の
一
部
改
正
法
案
を

閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出

2
月
2
日

【
医
療
】

令
和
４
年
度
改
定
に
向
け
た

医
療
技
術
の
評
価
方
法
等
を
了
承

2
月
1
日

【
診
療
報
酬
】

11
月
診
療
分
の
確
定
件
数
は

対
前
年
同
月
比
▲
10・３
％

2
月
1
日

【
支
払
基
金
】

協
会
け
ん
ぽ
が
令
和
３
年
度
の

都
道
府
県
単
位
保
険
料
率
を
決
定

1
月

26
日

【
医
療
保
険
】

【
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
】

月刊基金 March 202123



令和2年度　月刊基金  目次一覧
表
紙

特
別
寄
稿

特
集

令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
概
要
（
医
科
）

令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
概
要
（
歯
科
）

令
和
２
年
度
調
剤
報
酬
改
定
の
概
要

①
令
和
元
年
度
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
と
支
払
基
金

の
業
務

①
令
和
元
年
度
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
（
平
成

31
年
４
月
～
令
和
２
年
３
月
診
療
分
）

②
令
和
元
年
度
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況

（
令
和
元
年
５
月
～ 

２
年
４
月
審
査
分
）

前
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
と
支
払
基
金
の

業
務

審
査
委
員
長
に

伺
い
ま
し
た
。

診
療
科
間
で
話
し
合
い
を
重
ね
る
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
＝
宮
城
県 

鈴
木
勃

志

「
請
求
」
と
「
審
査
」、
双
方
の
正
当
性
を
保
つ

＝
特
別
審
査
委
員
会 

大
屋
敷
一
馬

「
社
会
的
な
医
療
」
の
視
点
を
大
切
に
＝
広
島

県 

土
肥
博
雄

医
学
の
は
な
し

高
血
圧
（
社
会
医
療
法
人
川
島
会
川
島
病
院

（
徳
島
県
）
院
長
・
循
環
器
内
科 

西
内 

健
）

更
年
期
障
害
～
女
性
健
康
外
来
の
一
助
と
し
て

～
（
上
田
原
レ
デ
ィ
ー
ス
＆
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
長
野
県
）
宮
下 

尚
夫
）

乳
が
ん
～
過
不
足
の
な
い
診
療
を
受
け
る
た
め

に
～
（
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
（
大
阪
府
）
副
院

長 

尾
浦 

正
二
）

精
神
科
領
域
か
ら
み
た
『
自
律
神
経
失
調
症
』

（
医
療
法
人
明
心
会 

仁
大
病
院
（
愛
知
県
）
理

事
長 

舟
橋
利
彦
）

熱
中
症
～
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
の
熱
中
症
予

防
を
含
め
～（
日
南
市
立
中
部
病
院
（
宮
崎
県
）

病
院
長 

中
津
留
邦
展
）

眼
精
疲
労
（
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
群

馬
県
）
戸
所
大
輔
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

①
令
和
２
事
業
年
度
一
般
会
計
事
業
計
画
を
策

定
②
鹿
児
島
で
「
保
険
診
療
と
審
査
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

③
審
査
情
報
提
供
事
例
（
医
科
・
歯
科
）
を
公

表

①
［
支
払
基
金
改
革
］
審
査
事
務
集
約
化
計
画

工
程
表
を
公
表

②
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
概
要

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の
見
直
し
・

公
開
の
取
組
状
況

支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い

（
医
科
）
を
公
表

解
説

Q
&
A

〇
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
解
説

〇
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
解
説

〇
お
客
様
の
声
か
ら

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
解
説

そ
の
他

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お

知
ら
せ

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
元
年

12
月
審
査
分

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
元
年
12
月
診
療
分
）

〇
新
任
支
部
長
の
紹
介

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お

知
ら
せ

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

１
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
１
月
診
療
分
）

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お

知
ら
せ

〇
令
和
２
年 

春
の
勲
章
に
輝
か
れ
た
方
々

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

２
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
２
月
診
療
分
）

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お

知
ら
せ

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

３
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
３
月
診
療
分
）

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お

知
ら
せ

〇
【
電
子
レ
セ
プ
ト
】
記
載
事
項
等
の
記
載
方

法
の
お
知
ら
せ

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

４
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
４
月
診
療
分
）

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
令
和
元
年
度
特
別
審
査
委
員
会
に
お
け
る
取

扱
状
況

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

５
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
５
月
診
療
分
）

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動
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社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

April 2020
4

令和2事業年度一般会計事業計画を策定トピックス 1

鹿児島で「保険診療と審査を考えるフォーラム」を開催トピックス 2

審査情報提供事例（医科・歯科）を公表　トピックス 3

令和2年度診療報酬改定の概要（医科）特集 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第61巻　第5号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

May 2020
5

[支払基金改革] 審査事務集約化計画工程表を公表トピックス 1

オンライン資格確認の概要トピックス 2

令和2年度診療報酬改定の概要（歯科）

令和2年度診療報酬改定の解説

特集 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第61巻　第6号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

June 2020
6

コンピュータチェックルールの見直し・公開の取組状況トピックス

お客様の声から

おたずねに答えて-Q&A-

令和2年度調剤報酬改定の概要特集 ▶▶▶

令和２年 春の勲章に輝かれた方々

Monthly KIKIN 第61巻　第7号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

7

令和元年度事業の実施状況について特集１ ▶▶▶

後期高齢者医療制度の概要と支払基金の業務特集２ ▶▶▶

July 2020

Monthly KIKIN 第61巻　第8号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

8

令和元年度診療報酬等確定状況（平成31年4月～令和２年3月診療分）特集１ ▶▶▶

令和元年度支払基金における審査状況（令和元年5月～2年4月審査分）特集２ ▶▶▶

August 2020

おたずねに答えて-Q&A-

Monthly KIKIN 第61巻　第9号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

9

支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）を公表トピックス

September 2020

おたずねに答えて-Q&A-

前期高齢者医療制度の概要と支払基金の業務特集 ▶▶▶▶

令和2年度診療報酬改定の解説

４
月
号

６
月
号

８
月
号

５
月
号

７
月
号

９
月
号

24月刊基金 March 2021



令和2年度　月刊基金  目次一覧
表
紙

特
別
寄
稿

特
集

①
令
和
元
年
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資
格
関
係
誤
り
レ
セ
プ
ト
の

発
生
状
況

②
介
護
保
険
制
度
の
概
要
と
支
払
基
金
の
業
務

〈
特
別
寄
稿
〉
血
液
が
ん
の
最
近
の
治
療
戦
略

に
つ
い
て
＝
薄
井
紀
子
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
客
員
教
授
／
同
附
属
第
三
病
院
腫
瘍
・
血
液

内
科
客
員
診
療
医
長
）

〈
特
別
寄
稿
〉
心
臓
血
管
外
科
診
療
の
現
況
＝

渡
邉
善
則
（
東
邦
大
学
医
学
部
長
／
東
邦
大
学

外
科
学
講
座
心
臓
血
管
外
科
学
分
野
主
任
教

授
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
再
審
査
等
請
求
導
入
後
の

効
果
～
埼
玉
機
械
工
業
健
康
保
険
組
合
を
訪
ね

て
～

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

〈
特
別
寄
稿
〉
私
た
ち
の
「
地
域
医
療
」
＝
寺

田
治
男
（
魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
守
門
診
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所

所
長
）

「
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ラ
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ン
に
よ
る
返
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再
請
求
」
の
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案

内

〈
特
別
寄
稿
〉
脳
血
管
内
治
療
の
実
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と
保
険

診
療
上
の
問
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点
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医
療
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人
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潟
脳
外
科
病
院
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長
補
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兼 
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セ
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タ
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長
）
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会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
概
要
と
医
療
保
険

者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
ー
等
の
運
用

〈
特
別
寄
稿
〉
離
島
医
療
の
現
況
～
隠
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の
島

よ
り
～
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長
谷
川
明
広
（
隠
岐
広
域
連
合
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岐
病
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院
長
）

特
定
健
康
診
査
お
よ
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特
定
保
健
指
導
・
被
扶

養
者
情
報
通
知
経
由
事
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病
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換
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成
事
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の
概
要
と
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払
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務
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委
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長
に

伺
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ま
し
た
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医
療
機
関
と
保
険
者
と
の
間
で
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潤
滑
油
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の

役
目
を
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い
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を
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を
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次
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に
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て
い
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の
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を
審
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充
実
に
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審
査
の
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を
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医
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関
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潟
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払
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キ
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を
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皆
保
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の
堅
持
を
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え
る
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県 

二
宮

冬
彦

審
査
委
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の
専
門
性
を
生
か
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会
議
で
の
合

意
形
成
を
大
切
に
＝
滋
賀
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大
高 

剛

医
学
の
は
な
し

痛
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の
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循
環
を
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つ
～
疼
痛
管
理
の
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場
か

ら
み
た
腰
痛
～
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支
払
基
金
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部 

医
療

顧
問 

小
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弘
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）
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内
炎
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予
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と
対
処
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大
野
歯
科
医

院
（
神
奈
川
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）
院
長 
大
野 

晋
）

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
（
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療

セ
ン
タ
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（
宮
城
県
）
院
長 

上
之
原
広
司
）

元
健
診
医
の
「
健
診
の
勧
め
」（
元
静
岡
市
立

静
岡
病
院
市
民
健
診
セ
ン
タ
ー
科
長
／
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
静
岡
支
部
医
療
顧
問 

望
月
敏
弘
）

感
染
性
胃
腸
炎
（
大
分
県
立
病
院 

院
長 

井
上

敏
郎
）

慢
性
硬
膜
下
血
腫
～
認
知
症
と
の
鑑
別
が
必
要

～
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
三
重
支
部

（
三
重
県
）
医
療
顧
問 

小
島 

精
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

①
令
和
２
年
10
月
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支

部
長
会
議
お
よ
び
令
和
２
年
10
月
全
国
基
金

副
審
査
委
員
長
会
議
（
歯
科
）
を
開
催

②
審
査
情
報
提
供
事
例
（
歯
科
）
を
公
表

①
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
メ

リ
ッ
ト
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に

②
審
査
情
報
提
供
事
例
（
医
科
）
を
公
表

地
方
単
独
医
療
費
助
成
制
度
の
審
査
支
払
事
務

委
託
後
の
効
果
～
福
岡
県
中
間
市
の
医
療
費
助

成
制
度
の
関
係
者
を
訪
ね
て
～

解
説

Q
&
A

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
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－

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識
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よ
く
わ
か
る
情
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キ
ュ
リ
テ
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①
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病
院
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に
感
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す
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と

ど
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な
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〇
お
た
ず
ね
に
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え
て
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Ｑ
＆
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療
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費
制
度
の
し
く
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負
担
医
療
制
度
の
し
く
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保
険
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求
の
基
礎
知
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た
ず
ね
に
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え
て

－
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＆
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－

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
①
「
結
核
医

療
」

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
よ
く
わ
か
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
②
「
基
本

で
も
難
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
よ
く
わ
か
る
Ａ
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Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
①
「
受
付
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事
務
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検
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Ｓ
Ｐ
と
は
」

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
②
「
感
染
症

の
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院
医
療
」

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
仕
組
み
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ

ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
）

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
③
「
生
活
保

護
の
医
療
」

〇
よ
く
わ
か
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
②

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

そ
の
他

〇
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
の
改
善
に
向
け
て

〇
理
事
就
任
・
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
状
況
（
令
和
２
年

６
月
審
査
分
）

〇
診
療
報
酬
等
確
定
状
況
と
諸
率
の
推
移
（
令

和
２
年
６
月
診
療
分
）

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
医
療
保
険
関
係
者
の
事
務
効
率
化
の
た
め
に

～
医
療
費
助
成
事
業
の
概
要
と
受
託
状
況
～

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
利
用
さ
れ
て
い
る
保
険

者
・
実
施
機
関
の
皆
さ
ま
へ
～
「
請
求
関
係

帳
票
デ
ー
タ
変
換
ツ
ー
ル
」
提
供
開
始
の
お

知
ら
せ

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
お
知
ら
せ

〇
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医
療
費
助
成
に

係
る
事
業
内
容
の
更
新

〇
令
和
２
年 

秋
の
勲
章
・
褒
章
に
輝
か
れ
た

方
々

〇
令
和
２
年
度 

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

〇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
公
開
の

更
新
お
よ
び
試
行
的
公
開

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
２
０
２
０
ニ
ュ
ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
新
任
支
部
長
の
紹
介

〇
保
険
者
事
務
担
当
者
と
の
研
修
会
を
開
催

（
広
島
支
部
）

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
【
電
子
レ
セ
プ
ト
】
記
載
事
項
等
に
お
い
て

誤
り
の
多
い
事
例
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
令
和
２
年
度 

月
刊
基
金 

目
次
一
覧

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

Monthly KIKIN 第61巻　第10号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

令和元年度 資格関係誤りレセプトの発生状況特集１ ▶▶▶

介護保険制度の概要と支払基金の業務特集２ ▶▶▶

10
October 2020

おたずねに答えて-Q&A-

Monthly KIKIN 第61巻　第11号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

医療の現場と保険診療

11
November 2020

令和２年10月全国基金審査委員長・支部長会議および
令和2年10月全国基金副審査委員長会議（歯科）を開催

トピックス 1

審査情報提供事例（歯科）を公表トピックス 2

血液がんの最近の治療戦略について特別寄稿

おたずねに答えて-Q&A-
高額療養費制度のしくみ

Monthly KIKIN 第61巻　第12号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

オンラインによる再審査等請求導入後の効果
～埼玉機械工業健康保険組合を訪ねて～

特集 ▶▶▶▶

12
December 2020

オンライン資格確認等システムのメリットをフル活用するためにトピックス 1

審査情報提供事例（医科）を公表トピックス 2

令和２年 秋の勲章・褒章に輝かれた方々
令和２年度 社会保険診療報酬支払基金関係功績者厚生労働大臣表彰

医療の現場と保険診療  心臓血管外科診療の現況
東邦大学 医学部長／東邦大学外科学講座心臓血管外科学分野 主任教授　渡邉 善則

特別寄稿

Monthly KIKIN 第62巻　第1号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

「オンラインによる返戻再請求」のご案内特集 ▶▶▶▶

保険者事務担当者との研修会を開催（広島支部）

1
January 2021

新春のごあいさつ
おたずねに答えて-Q&A-

医療の現場と保険診療  私たちの「地域医療」
魚沼市国民健康保険守門診療所 所長　寺田 治男

特別寄稿

Monthly KIKIN 第62巻　第2号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

社会保障・税番号制度の概要と
医療保険者等向け中間サーバー等の運用

特集 ▶▶▶▶

2
February 2021

おたずねに答えて-Q&A-

医療の現場と保険診療

脳血管内治療の実態と保険診療上の問題点
医療法人泰庸会 新潟脳外科病院 院長補佐 兼 教育センター長　竹内 茂和

特別寄稿

よくわかるASPチェック 連載1回 受付・事務点検ASPとは

Monthly KIKIN 第62巻　第3号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

特定健康診査および特定保健指導・被扶養者情報通知
経由事業・病床転換助成事業の概要と支払基金の業務

特集 ▶▶▶▶

3
March 2021

離島医療の現況～隠岐の島より～
隠岐広域連合立隠岐病院 院長　長谷川 明広

特別寄稿

地方単独医療費助成制度の審査支払事務委託後の効果
～福岡県中間市の医療費助成制度の関係者を訪ねて～

トピックス

10
月
号

12
月
号

２
月
号

11
月
号

１
月
号

３
月
号

月刊基金 March 202125



基礎 知識 今回は①「服用薬剤調整支援料2を算定した場合の「摘要」欄への記載について」②「歯周病重症化予防治療
の算定について」を掲載します。

服用薬剤調整支援料2を算定した場合の「摘要」欄への記載について事例❶ 調剤

　本事例については、服用薬剤調整支援料2（剤調Ｂ）を算定していますが、令和2年3月27日付け厚生労働省
通知保医発0327第1号に「提案を行った全ての保険医療機関の名称を記載すること。」と示されていることか
ら、提案を行った全ての保険医療機関の名称を記載する必要がありますのでご留意ください。

　【服用薬剤調整支援料２】
　記載要領に「提案を行った全ての保険医療機関の名称を記載すること。」と示されていることから、提
案を行った全ての保険医療機関の名称を記載する
　電子レセプトにより請求を行う場合、レセプト電算処理システム用コードの「提案を行った保険医療機
関名（服用薬剤調整支援料２）；＊＊＊＊＊＊」（830100444）を選択し、提案を行った全ての保険医療機関の
名称を記載する

26月刊基金 March 2021



保険請求の基礎 知識

【通知　令和2年3月27日付け厚生労働省通知保医発0327第1号（同年8月31日付け同省保険局医療課事務連絡により
一部訂正）】

別添1　（抜粋）

　別紙1　診療報酬請求書等の記載要領

　　Ⅳ 調剤報酬請求書及び調剤報酬明細書に関する事項

第2　調剤報酬明細書の記載要領（様式第5）

2　調剤報酬明細書の記載要領に関する事項

（26） 「加算料」、「調剤基本料」、「時間外等加算」

及び「薬学管理料」欄について

ア　通則

各欄又は「摘要」欄への調剤行為等の名称

（以下この項において単に「名称」という。）、

回数及び点数の記載方法は、次のイからオま

でのとおりであること。また、名称、回数及

び点数以外の「摘要」欄に記載する事項等

は、別表Ⅰ「調剤報酬明細書の「摘要」欄へ

の記載事項等一覧」のとおりであること。

　なお、電子レセプトによる請求の場合、別表Ⅰの

「レセプト電算処理システム用コード」欄にコード

が記載された項目については、令和2年10月調剤分

以降、「電子情報処理組織の使用による費用の請求

に関して厚生労働大臣が定める事項及び方式並びに

光ディスク等を用いた費用の請求に関して厚生労働

大臣が定める事項、方式及び規格」に基づき、該当

するコードを選択すること。なお､ 令和2年3月31

日以前から適用されているコードについては、 令和

2年9月調剤分まで選択して差し支えないこと。

　書面による請求を行う場合においては、名称につ

いて、別表Ⅱ「調剤行為名称等の略号一覧」に示す

略号を使用して差し支えないこと。　

（略）

  別表Ⅰ　調剤報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧　＜一部抜粋＞

  別表Ⅱ　調剤行為名称等の略号一覧　＜一部抜粋＞

項番 区分 調剤行為
名称等 記 載 事 項 レセプト電算処理

システム用コード 左記コードによるレセプト表示文言

7 14の3
服用薬剤調

整支援料2

提案を行った全ての保険

医療機関の名称を記載す

ること。

830100444
提案を行った保険医療機関名（服用薬剤調整

支援料2）；＊＊＊＊＊＊

項番 区分 項目 略号 記載欄

62
区分番号
14の3

服用薬剤調整支援料2を算定した場合 剤調Ｂ 「薬学管理料」欄

支払基金ホームページでは、過去に掲載した「保険請求の基礎知識」の事例をご覧いただけます。
　トップページ → 診療報酬の審査 → 保険請求の基礎知識
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歯周病重症化予防治療の算定について事例❷ 歯科

【通知　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】

別添２
　歯科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第8部　処置
　　　　第1節　処置料
　　　　　I011-2-3　歯周病重症化予防治療

⑴　歯周病重症化予防治療は、区分番号B000
-4に掲げる歯科疾患管理料又は区分番号
C001-3に掲げる歯科疾患在宅療養管理料を
算定している患者であって、2回目以降の歯
周病検査の結果、歯周ポケットが4ミリメー

トル未満の患者に対する処置等を評価したものをい
う。歯周病重症化予防治療の対象となる患者とは、
部分的な歯肉の炎症又はプロービング時の出血が認
められる状態のものをいう。
⑵　区分番号B002に掲げる歯科特定疾患療養管理料
を算定している患者であって、当該管理料の「注1」
に規定する治療計画に歯周病に関する管理計画が含
まれ、⑴と同様の状態にある患者については、歯周
病重症化予防治療を算定できる。

⑶～⑽　（略）

　本事例については、歯科疾患管理料、歯科疾患在宅療養管理料又は歯科特定疾患療養管理料の算定がなく歯
周病重症化予防治療（P重防）が算定されています。
　令和2年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号の区分番号I011-2-3歯周病重症化予防治療に、「⑴　
歯周病重症化予防治療は、区分番号B000-4に掲げる歯科疾患管理料又は区分番号C001-3に掲げる歯科疾患在
宅療養管理料を算定している患者であって（略）」及び「⑵　区分番号B002に掲げる歯科特定疾患療養管理料
を算定している患者であって（略）」と示されていますので、ご留意ください。
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

 1月  4日    10月診療分の件数は減少幅が縮小　～確定金額は3.3％増加～

 1月26日    1月定例記者会見を開催

議　題

　１　議事

　　　支払基金定款の一部変更（案）

　２　報告事項

⑴　認可報告　　

ア　役員選任の認可

イ　社会保険診療報酬支払基金高齢者医療制度関

係及び病床転換助成事業関係等業務方法書一部

変更の認可

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

 1月  4日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新

　 統計情報に確定状況及び収納状況（令和2年10月診療分）を追加

　 統計月報（令和2年10月診療分）を掲載

　 「再審査相談窓口一覧」を掲載

　 紙レセプトに係る画像データ提供要領を更新

　 レセプト電子データ提供要領を更新

 1月  5日 令和2年度診療報酬改定関係通知および新型コロナウイルス感染症に関するお知らせを更新

 1月  7日 医科電子点数表テーブルを更新

　 基本マスター（医科診療行為）を更新

 1月  8日 保険者の異動について（2020年12月分）を掲載 

 1月12日 月刊基金「令和3年1月号」を掲載

 1月20日 レセ電通信（医科・DPC、歯科、調剤）を掲載

 1月理事会は1月25日に開催され、議題は次のとおりでした。

⑵　令和3事業年度審査支払手数料等

⑶　令和2年5月診療分の診療報酬等概算前払の精算

状況

３　支払基金改革の進捗状況

４　定例報告

⑴　令和2年11月審査分の審査状況

⑵　令和3年1月審査分の特別審査委員会取扱状況

⑶　令和2年12月理事会議事録の公表

お 知 ら せ

　「支払基金が受託している医療費助成事業」、「支払基金における審査状況」および「診療報酬等確定状況と諸率の推移」
については、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）でご覧ください。

支払基金における審査状況　トップページ → 統計情報 → 審査統計

診療報酬等確定状況と諸率の推移　トップページ → 統計情報 → 確定状況

支払基金が受託している医療費助成事業　トップページ → 事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業
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